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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







プロローグ

一　観光気分のコンタクト

二　シリアス空気のウォーフェアー

エピローグ
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　プロローグ







　気がつくと、いきなり異い世せ界かいだった。

「ををっ！」

　思わず笑えみを浮かべつつ、エリはあたりを見回した。

　窓ひとつない、石いし造づくりの部へ屋や！

　怪あやしげな実験機材の数々！

「をををっ！」

　部屋の隅すみから、彼女に視し線せんを注いでいる、いかにもそれもんの魔ま道どう士し姿！

「をををををををををををっ！」

　そして彼女の立っているところ──床ゆかより一段高くなった台座に描えがかれた魔ま法ほう陣じん。

「これよっ！」

　彼女はその場でガッツポーズを取った。

「あたしはこーゆーシチュエーションを待ってたのよっ！」

　魔道士は、ただぼーぜんと、そんな彼女を眺ながめている。

「毎朝の通学ラッシュもっ！　塾じゆくも来年の受験戦争も、やがてやって来る就職もっ！　親の小こ言ごともうっとーしー担たん任にんも、これでぜぇぇぇぇぇんぶさよならよっ！」

　日ひ頃ごろたまったうっぷんを、この場にすべてぶちまけるかのように絶ぜつ叫きようする彼女。

「……もしもし……」

　魔道士は、ぱたぱたと手を振りながら、目ま深ぶかにかぶっていたフードを取る。

　その下から現われたのは、まだ若い青年の顔。

　二十代の後半といったところか。黒い髪かみの青年である。

「ふむふむふむ」

　エリはぴょこんっ、と台座から飛び降り、魔道士の姿をまじまじ見つめ、

「……もーちょっと若くてもいーよーな気がしないでもないけど、ま、いっか。ハンサムだから許すっ！」

「……あんまり驚いてませんね……」

「とーぜんよっ！」

　立場のなさそうな声でつぶやく魔道士に、エリは無意味に胸を張り、

「いきなり異世界に呼ばれるなんてシチュエーション、今日びのマンガや小説じゃあ、それこそゴロゴロしてるのよっ！

　これくらいのことでいちいち驚いてちゃ、女子高生やってらんないわよっ！」

「……なんだかよくわかりませんが……」

「ンでもってきっとこの世界は戦乱の世の中で、どーしよーもなくなった弱小軍団が、別の世界から英雄か何か呼ぼうなんて、他た力りき本ほん願がんなこと考えて、魔道士にあたしを召しよう喚かんさせたに違いないわっ！」

「あの……！　……おーむねその通りではあるんですけど、もーちょっとその、できれば穏おん便びんな表現を……」

「そいでさらに、実はあたしは伝説の勇者とか今は失われた王国のプリンセスか何かで、戦いの中で、英雄だか王子だかの、やたらとイイ男と結ばれることになるのよっ！」

　魔道士のことばにかまわずエリは続ける。

「……そ……そこまで話を作りますか!?」

「ふっ！　作るも何もっ！　いくらすっとぼけたって、あたしにはちゃーんとわかってるんですからねっ！　んふふふふふっ！

　──とゆーわけで、そうと決まれば話は早いわっ！　さっそく現状説明してちょーだいっ！　……ちょっと……何頭抱かかえてんのよ……？」

「……いや……ちょっと……」

　魔道士は、なんとかよろよろと身を起こし、

「──ま、いいですけど……ともあれ、話をはじめないわけにもいきませんし……とりあえず、私の名前はレキサンドラ。呼びにくければ『レックス』でいいです」

「あ。あたしは村瀬栄理」

「ムラセエリ……ですか」

「エリって呼んでくれたらいいわ」

　言って右手をひょいっ、とさし出す。

「……あ……どーも……」

　半ば反射的に、その手をにぎり返す魔道士。

「それでエリ……あなたのやってる『ヂヨ　シコオセイ』とかって、一体どういう仕事なんです？」

　問われて彼女は、ようやく握にぎっていた手を離し、呼び出された台座に腰をかけ、

「職業って……この世界に女子高生……あるわけないか……」

　つぶやいて、眉まゆ根ねを寄せて腕を組む。

　ちゃんと説明するのには、教育だの学歴社会だのといったことも説明しなければならないが……

　そんなことをいちいち説明していては、それこそ文字通り日が暮れる。

「んっと……女子高生ってのは……ありとあらゆる分野のことを学習している集団ね」

「ありとあらゆる……と、言いますと？」

「政治、経済、物理……はわからんか。世の中がどんな法ほう則そくで成り立っているか、とか、数学……数字の学問とか……」

「へぇぇ……」

　レックスの、彼女を見る目に、尊敬の色が混まじる。

「いうなれば、賢けん者じや、といったところですか」

「そう」

　違う。

　違うのだが、その違いを、えんえんと時間をかけて説明する気がエリにはない。

「そうするとやはりそちらの世界でも、魔法の研究などはかなり進んでるんでしょうね」

　興きよう味み津しん々しん問いかけるレックスに、彼女はしばし考えて、

「……うーん……ま、こっちのそれとはちょっと違うかもしんないけど、あたしたちの世界じゃあ『科学』ってモノが進歩しててね。ま、魔法みたいなもんと思ってちょーだい。

　はるか遠くにいるひとと話をしたり、空を飛ぶ乗り物で行き来したり……

　まー、そーいったよーなことが、道具やお金があってやりかたさえ知ってれば、素そ質しつとか何とかがなくったって、誰でもできるとゆー……」

「すばらしい！」

　恍こう惚こつの表情さえ浮かべ、感かん嘆たんの声を上げるレックス。

「まさに……まさにそれこそ理想郷！　……けど、そんなにすばらしい世の中なら、戦争なんてないでしょう？」

「とぉぉんでもない！」

　エリはぱたぱたと手を振った。

「戦いなんて、いつになってもなくなんないもんよ。現にあたしたちの世界でも、ぶっそーな武器がいくつもあるし」

「……と、いいますと!?」

　身を乗り出して聞くレックス。

「……そうねぇ……どう説明したらいいか……鳥の何十倍もの速さで空を飛び、当たると大爆発を起こすものとか、あるいは、おフロに入るほどの時間もあれば、海を飛び越えて、ひとつの都市を一いつ瞬しゆんで壊こわしたあげく、そのあと何年にもわたって、その土地に生きるすべてのものに放射能……いわば呪いカースをかける武器とか……」

「……なんと……」

　驚きよう愕がくの声を上げるレックス。図に乗って話を続けるエリ。

「それこそ、取り扱いをひとつ間違えりゃあ、世界そのものを壊しちゃうよーなしろものよ。あと、最近ＴＶ……仕入れた情報では……」

　このあと。

　ニューヨークの犯はん罪ざい事情から、紛ふん争そうまっ最中の某ぼう国こくの内部情勢まで、彼女の話はとうとうと、数時間の長きに亘わたって続いたのだった。




「──ふぅ……ざっとまあ、こんなとこね」

「……はぁ……そーですか……」

　エリの話を聞き終えて、レックスは大きなため息をついた。

　彼女は、この世界にない『科学技術』というものを、ゲームやアニメで中途はんぱに仕入れた魔法用語に置おき換かえて説明したつもりなのだが、知らない第三者が聞けば、立りつ派ぱな人外魔ま境きよう以外の何物でもない。

　俗ぞくに言う、『違うとは言わんが正確ではない』説明という奴やつである。

「……かなりスゴい状況ですねー……そっちの世界も……」

「ふっ。それほどでも」

　無意味に胸を張る彼女。

「それで……よ。こっちの世界の方は一体どーなってんの？」

「……うーん……」

　問われてレックスは口ごもった。

「どしたの？」

　魔道士の顔をのぞき込むようにエリは言う。

「いえ……お教えするのがいいか悪いか──と思いましてね」

「いいか悪いか……って……どーせあたしはずっとこっちにいなくちゃなんないんだろーし、隠したところでどーなるもんじゃないでしょ？」

「いえ……もとの世界にお返ししますよ。ちゃんと」

「できるの!?　ンなこと!?」

「もちろんですよ」

　レックスはこともなげに言う。

「第一、いきなりこっちに呼び込んで、もう帰れないぞ、さあ手伝え、なんて言ったら、ふつーのひとは暴あばれますよ」

「……なーんだ……帰れるの……」

　なぜか、ややがっかりした口調でつぶやくエリ。

「──あ。でもさ、あたしもいずれこの世界とかかわってくるんだろーし、話は聞いといた方がいいと思うんだけど」

「……いやぁ。はっはっは」

　あいまいな笑えみを浮かべる魔道士の、頰ほおに流れるひとすじの汗を、エリは見逃しはしなかった。

「……なんか、さっきから歯切れが悪いわね……」

　彼女にジト目でにらまれて、額ひたいに汗を浮かべつつ、それでもようやく魔道士は言う。

「……いや……まー……じつはおっしゃる通り、私たち、今、やたらと不利でして、あなたのおっしゃったとーり、別の世界から助すけっ人とを頼もう、なんてことになりまして……」

「それ、さっき聞いた」

　彼女のツッコミを無視してレックスは続ける。

「……けどひとくちに『別の世界』といっても、そちらがどんな世界で、どの程てい度ど頼りになるのかもわかりません」

「……まあ……そりゃそーよね……」

　何が言いたいんだ、こいつは？　などと思いつつも、彼女は魔道士のことばに耳をかたむける。

「──それどころか、最悪の場合、強力なのを呼び出したけど制せい御ぎよができず、かえっておおごとになってしまう、なんてことにもなりかねませんよね？」

「……あるでしょーね。そーいうおそれも」

「いやぁ。だもんですから、まずは、その世界のことをよく知るために、どーでもいーよーな当たりさわりのない奴を呼び出そう、ってなことになりましてね。はっはっはっ」

「なんですってぇぇぇぇっ!?」

　思わずエリは声を上げ、レックスの胸ぐらをひっ摑つかんでいた。

「てーことはつまり、このあたしが、その『どーでもいーよーな当たりさわりのない奴』だってわけっ!?」

「……いや……そこまでは言ってませんが……」

「だぁぁっ！　言ったでしょーがっ！　今っ！　はっきりとっ！」

「それはとにかく」

「『とにかく』じゃなぁぁいっ！　するってぇと何!?　あたしは単なる情報源!?」

「そです」

　開き直ったか、あっさりきっぱりうなずく魔道士。

「『そです』じゃないっ！　うぉのれっ！　ＲＰＧロープレで、最初の町で装そう備びを整ととのえたそのとたん、横からリセット押すようなそのしうちっ！　天が許しても全国のゲーマーが許さないっ！　こんなこともあろうかと、わざわざ剣けん道どう部にまで入ったあたしの立場とゆーものは一体どーなるのよっ!?」

　わけのわからんことを言いながら、思わず中指おっ立てるエリ。それをぼーぜんと眺ながめる魔道士。

「……とは言ってみたところで、ここでだだをこねたって、帰される時には帰されちゃうだろーし……うーん……」

　しばし腕を組み考えて、やおら、ぽんっ、と手を打つと、

「──わかったわ……」

　いきなり神しん妙みような顔で、彼女はこくんっ、とうなずいた。

「どうせ『いやだ』って言ったところで、あなたがその気になったら、あたしが寝てる時にもとの世界に帰す、なんてこともできるでしょうしね……」

「そういうことです」

　うなずく魔道士に、エリはため息ひとつつき、

「……ならしかたないわね……おとなしく帰るしかないか……

　けど、ひとつだけお願い。記念──と言っちゃあ何だけど、何かひとつ、こっちでの思い出になるようなもの、あったら欲しいんだけど」

「記念──ですか……」

　レックスはしばし考えて、

「……なら、こちらの貨か幣へいでどうです？　そちらで価か値ちがあるかどうかはわかりませんが、記念にはなるでしょう」

「十分よ。それで」

　エリの答えにうなずくと、レックスは、マントの内から数枚のコインを取り出し、彼女に渡した。

「……ありがとう……そうだ。あたしからも記念に……」

　言って、左手の腕時計を外はずす。

　ごく安物のデジタル・ウォッチ。

　ベルトの長さを調ちよう節せつし、それをレックスの、左手首にはめてやる。

「……あの……ちょっときついんですけど……」

「さわっちゃだめっ！」

　ベルトに手を伸のばそうとするレックスを、エリの鋭するどい声がおしとどめる。

「えっ!?」

　ゆっくりと面を上げるレックスの顔に、あきらかな、おびえの色が浮かんでいる。

「……それの表面見てごらんなさい……記号みたいなのが点てん滅めつしてるでしょ。

　あたしたちの世界の文字なんだけど……その道具は、ほうっておけば三年から五年くらい動き続けるのよ。言いかえれば、それだけの年月動き続けるだけの力が、その道具の中に詰つまってるのよ」

「ほんとうですか!?」

　驚きよう愕がくの表情で、まじまじと腕時計を見つめるレックス。

「ほんとーよ。もしも、へたにいじくったりして、それだけの力が一気に解放されたりしたら……どうなると思う？」

「ちょっとっ！　まさかっ!?」

　声を上げるレックスに、エリはにまり、と意味ありげな笑えみを送ってみせる。

「──まさか……いきなり火を吹くとか、爆発するとかしないでしょうねっ!?」

「へたに触さわったりしなけりゃ、ね」

　むろん、へたにいじって自爆するような腕時計などあるわけはない。しかしレックスにとってそれは、『見たことのないあやしげな装そう置ち』である。未知なるものへの恐きよう怖ふ、というのは、おそらくどこの世界でも共通する。

「それは、さっきも話した『科学』が生んだ、護ご身しん用の道具よ。操そう作さひとつで……と。あんまし脅おどかしちゃ悪いかな？」

　噓うそ八百を並べ立てるエリ。

「外してくださいっ！」

「やだ。」

　叫さけぶレックス。つっぱねるエリ。

「どーしてですかっ!?」

「もちろん──」

　にっこりと、笑みを浮かべて彼女は言った。

「また、こっちの世界に呼んでもらうためよ」

「本気ですか!?」

　思わず問い返すレックス。むろん彼には、なぜ彼女がそんなことを言い出したのか、理解わからない。

　答えは意地と好こう奇き心。

「本気よ。──あ。何か書くものある？」

「……机の上に、羊よう皮ひ紙しとペンがあります」

　問われてレックスはしかたなく、部へ屋やの片かた隅すみを指さした。

　エリは机に向かい、ペンを取り、まだ何も書かれていない羊皮紙にでかでかと、

『ＳＵＮ　ＡＭ　１０：００』と、デジタルの表示をまねて書き記す。

　まだインクも乾かわかぬそれを、レックスの目の前につきつけると、

「──それが、そこに書いたのと同じ図形を示したとき、あたしをここに呼んで。……もしも呼ばなかった時は、それが一体どんな反応を起こすか……」

「──は……はったりでしょうっ!?」

　決めつけることばとはうらはらに、声はおびえの色をにじませている。

「そう思うなら、好きにすれば？　あたしを呼ばないなり、それを外してみるなり」

　自信たっぷりの彼女のことばに、しばし絶ぜつ句くする魔道士。

「──け……けど……一体何のために？」

「こっちの世界が見てみたいのよ。それだけ。別にめーわくかけるつもりはないから」

「すでにじゅーぶん迷めい惑わくなんですけど……」

「……あんた、時々ずけっ、とモノ言うわね。で？　どうするの？」

　問われてレックスは沈黙し──

「──わかりました……」

　そのひとことをやっと吐はき出したのは、かなり経たってからのことだった。

「よぉっし！　これで決まりっ！」

　満足顔でうなずくと、エリは部屋の中央にある台座にぴょこんっ、と飛び乗り、

「じゃ、今日のところはこれで帰るわ。見逃したスペシャル番組の再放送あるし。さ、それじゃもとの世界に帰して」

「……はいはい……」

　抵てい抗こうする気も失うせたのか、疲つかれた顔でうなずく魔道士。

「それじゃあいきますよ……その印しるしのまん中に立って」

　なげやりきわまる調子で言うのに、にこにこ顔で従うエリ。

　レックスは、真ま顔がおに戻もどり、小さく呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　……ヴ……ン……

　やがて、台座の四方に位い置ちする、水すい晶しよう球きゆうのようなものが、かすかなにぶい音とともに、虹にじ色いろのほのかな光を生み出した。
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　一いつ瞬しゆん、睡すい魔まにも似た感覚が、エリの意識を包み込む。そして──







　気がつくと、寮りようの自分の部屋だった。

　ひとり部屋とはいえ、狭せまっくるしい四よ畳じよう半はん。むろんフロやトイレは共同である。

　安物の木の机、ベッドにＴＶにＣＤラジカセ。

　開いたままの窓からは、紫むらさき色いろに暮れなずむ夜空を渡ってきた風が、静かにカーテンをゆらめかせている。

　風にはかすかに、車の排はいガスのにおいが混まじっている。

　──はぁ……

　見み慣なれ過ぎた自分の部屋に、エリは深いため息をついた。

　安あん堵どの──ではなく、失望の。

　──今の体験は、単なる夢に過ぎないんじゃないか──

　ふとそんなことを思わせるだけの、味けないリアリティがここにはあった。

　しかし彼女の左腕に、安物デジタル・ウォッチの姿はなく、にぎりしめた右手を開けば、見慣れぬデザインの金きん貨かが三枚。

「──まあ、何はともあれっ！」

　気をとり直し、ふたたび右手をにぎりしめ、彼女は大きくうなずいた。

「これで、休みごとのヒマ潰つぶし兼けん気分転換は完かん璧ぺきよっ！」







　一　観光気分のコンタクト







　起床時間は七時。寮りようの食堂で朝食済すませ、八時前には寮を出る。

　──彼女はここでため息ひとつ。

　まだ酒のにおい残したサラリーマン、新聞を大きくひろげて読む男、におうほど厚あつい化け粧しようのＯＬふう。

　ため息をつくすき間ますらない満員電車に揺ゆられてしばし。

　──すし詰づめ、ってことばがあるけど、ありゃ噓うそね──

　ふとそんなことを考える。最近のすしはこれほど詰まってない。

　バスというテもあるのだが、道路が混こんで遅おくれても、遅ち刻こくマークを消してくれるような教師はいない。

　駅を降り、歩いて学校へと向かう。

　──校門の前でため息ひとつ。

　今から待つのは、ただただひたすら退たい屈くつな時間。

　国語・算数・理科・社会。小学・中学・高校と、進むにつれて教科は増ふえて、今では一体何が何やら……

　徳とく川がわ家いえ康やすが何年に死んだか知らなくても、スーパーで買い物をするのには困らないし、無理数を使った方程式が解けなくても、会社の事務会計はつとまるだろう。

　エリがそんなふうに思いはじめたのは、しばらく前のころだった。

　しかし世間は、そういうふうにはできていないようである。

　──勉強しなくちゃ、立りつ派ぱな大人になれません──

　どこかの大人はそう言った。

　しかし学歴が高いのが、すなわち立派な人ならば、日本の政治はもっとまともになっているはず。

　──いい学校へ入っていい会社へ。いい暮らしを送る──

　過労死に、出世競きよう争そう、家庭不和。それがはたしていい暮らし？

　……何なんだろうね……この国って……

　エリが高校入学の際、親に頼んで寮住まいをはじめたのは、母親の『勉強しろ』を聞き飽あきたから。

　──落ち着いた環かん境きようで勉強したい。通学時間もむだにしたくない。

『勉強のため』

　このニュアンスをちらつかせただけで、両親は、彼女のひとり暮らしを、ふたつ返事で了りよう解かいしたのだった。

　むろんそれで、やる気など起こるはずもない。

　今の日本、平和で安定した社会、といえば聞こえはいいが、エリの瞳めには、それは停てい滞たいとしか映らない。

　この世界、この国の『冒ぼう険けん』は、もう物語の中にしかない。

　彼女はそう信じていた。

　そう。あの日、異い世せ界かいへと呼ばれるまでは。

「やっ。エリ。どうしたの？　なんかうれしそうじゃん」

　昼休み。

　購こう買ばいで買ったヤキソバパンとカツサンドを、フルーツ牛乳で胃いの中に流し込んでいると、声をかけて来たのは、隣のクラスの三村盟子。一年の時にクラスが同じだったのだ。

　なぜか彼女、自分の名前が気に入らないのか、友だちに『トモコ』と呼ばれると怒る。

「……もう昼ごはん食べたの？　盟メイ」

「オレンジジュース一パック。──最近ちょっと太っちゃって。ダイエットしてるんだ」

　言いながら、エリの隣、芝しば生ふの上に腰をおろす。

　中庭にある、小さな陽ひだまり。

　ただこの季節、木の下に、毛虫が出るのが玉に傷きず。

「……うーん……そー言えばあたしも、ここひと月ほど、体重計はかってないなぁ……」

　言いながら、ヤキソバパンをもうひと口。

「ンで、話は戻もどるけど、何かいいことでもあったの？　エリ」

　セーラー服のネクタイを、左手で無意味にいじりながら尋たずねるメイ。

「……なんで？」

「だって月曜きのうと火曜きよう、あんた、みょーに明るいよ。……どことなく、だけど。なんかそんな気がすんの」

「そう？」

　あっさり言ったつもりだったが、どうやら瞳が笑っていたらしい。

「とぼけなさんな。──ははぁ。さては男でもできたか？」

「そんなんじゃないわよ」

「そんなんじゃない……ってぇことは、やっぱり他ほかに何かいいことあったんだ」

　なかなかスルドい分ぶん析せきをする。

「……別に何もないってば」

　苦笑を浮かべてとぼけるエリ。

　もちろん言えるわけはない。『次の日曜、ちょっと別の世界に行く予定』などとは。

　誰だれも信じるわけはない。よくて冗じよう談だんとして笑い飛ばされるか、悪ければ相手は腹を立てる。

　──むろん、エリが異世界へ行けたとしても、こちらに戻って来れる以上、こちらの現実が何ら変わるわけではない。

　それは彼女にも理解わかっている。

　しかし──例えて言うならば、はじめて遊園地に行く前日のような、忘れて久しい『わくわく』が、エリの胸のなかを占しめていた。

　どんな格好で行こうか。どんなものを持っていこうか。

　おやつを選えらぶ子供の気分で、そういったことを考え続け、昨夜はなかなか寝つけなかった。

　しかし、何を持って行くにしても、まず問題となるのが軍ぐん資し金きん。

　──あ。そーだ。

　この時ふとエリは、メイの家が質しち屋やだということに思い当たる。

「……へへー。実はねー」

　意味ありげな視し線せんをメイに向ける。

「なに？　なに？」

　思わず身を乗り出す彼女。

「──ここだけの──っていうか、メイにだけ話したげる。もちろんほかのひとにはないしょよ」

「わかってるから。気を持たせないのっ！」

「ちょっとしたものを拾っちゃってね」

「……ちょっとした……もの？」

「そっ。──って、口で言っても信用しないかもしんないし……明日、持って来るね」

「ちょっとぉっ！　気を持たせないで教えてよっ！」

「まあまあ。明日までのお楽しみよ」

　言って彼女はウインクひとつ。

　そう。

　エリの考えていることはただ一つ。

　すなわち、金きん貨かの現金化。




　そして、その日はやって来た。

「……よぉぉっし。もーすぐね」

　卓たく上じよう時計にちらりと視線を走らせて、エリは小さくつぶやいた。

　日曜の朝。

　すでに準じゆん備びは整ととのっている。

　バーゲンで買った、黒無地、上下のスウェット・シャツ。こちらでも、違和感のない格好だし、むこうに行っても、上からマントを羽は織おるだけで、魔ま道どう士しふうに見えてしまう。

　背中に負ったナップザックには、コンビニエンス・ストアやおもちゃ屋やらで調ちよう達たつしまくった『武器』の数々。

　──むろん、一いち抹まつの不安はある。

　もしもレックスが、腕時計が単なるハッタリだと気づいたら、おそらく彼女を呼びはしないだろう。

　問題は、渡した腕時計の故こ障しよう。

　安物とはいえ、防水構造にはなっている。レックスが風ふ呂ろに入った程てい度どで壊こわれるようなことはないが、どうやらあちらは、戦争だの何だのと、いろいろごたごたしている様子。何かのはずみで時計が壊れないとも限らない。

「……そろそろなんだけどなぁ……」

　自室でひとり、そわそわと、左腕の、新しく買った時計の表示を眺ながめるエリ。

　──と。

　──来たっ！

　あの時と同じ。

　睡すい魔まにも似た感かん触しよくが、彼女の全身を優やさしく包み──







　気がつくと、そこはふたたび異世界だった。

「はぁい[image: ]　レックス。ご・ぶ・さ・た[image: ]」

　目の前で、憮ぶ然ぜんと佇たたずむ魔道士姿に、エリはにこやかな笑えみを送る。

「……嬉うれしそうですね……」

「うれしくなさそうね」

「全然嬉しくありません」

　レックスは、心の底から正直に言った。

「前回、あのあと……仲間のみんなに、あなたのことを話しました」

「──で？　どうだったの？」

　ひょこんっ、と台座から飛び降り、尋たずねる。

「おもいっきり非難されました」

「おやまぁ」

「『おやまぁ』じゃありませんよぉっ！　……まったく……っとっ！　それよりっ！　これ、早いとこどうにかしてくださいよっ！」

　言ってさし出す左の腕には、言わずと知れたデジタル・ウォッチが、黙もく々もくと、時を刻きざみ続けている。

「あ。はいはい」

　答えて彼女はレックスの手を取り、デジタル・ウォッチを操そう作さする。

　ぴっ！　ぴぴっ！

　レックスにとっては耳みみ慣なれない──それだけに、よけい不安をかき立てる、小さな電子音が二度、三度。

「──これで、しばらくはもつわ」

「し……しばらくはもつ、って!?」

「次に七日後、あたしを呼ぶまで、ってことよ」

「また来る気ですか!?」

「あったりまえよっ！」

　……はう……

　レックスは、深い深いため息ひとつつき、

「……そー言い出すんじゃないかと思ってましたよ……」

「ならオーケイね[image: ]」

「そーじゃありませんっ！　……とにかく、みんなと会ってもらいますっ」

「みんな……って……」

「仲間のみんなですっ！」

　半なかば叫さけぶように言うレックス。どうやらキレかかっているらしい。

「へぇ……紹しよう介かいしてくれるんだ」

「いーえっ！　あなたを説得するんですっ！」

「つまりは『話し合い』ってことね」

「そーですっ！」

「──わかったわ」

　こんどは素す直なおにうなずくエリ。

　むろん、説得されるつもりはない。

　しかしこの場でこれ以上ゴネたところで無意味である。

「……それじゃあ、みんなのところに案内します。──あ、その前に」

　レックスは、自分の頭につけたサークレットのようなものを指さして、

「とりあえず、これを渡しますから頭につけてくださいね。おたがいのことばを通つう訳やくする道具です。決して自爆装置なんかじゃありませんから」

「へぇぇ……」

　レックスの皮ひ肉にくに気づきすらせず、エリはそのサークレットをまじまじ見つめる。

「つまりこれって……ことばをイメージにして相手に伝える、って奴やつ？」

　そのひとことに、一瞬硬こう直ちよくするレックス。

「──な……なんでわかるんですかっ!?　そんなことがっ!?」

「なんとなく」

　エリはこともなく言った。

　物語やゲームの中では、時々見かける小道具である。いちいち説明する気はむろん、彼女にはないが。

「……そんな……最高の魔道士数人が、長い歳さい月げつをかけてようやく完成させたこれの本質を、ひと目で見抜くなど……ひょっとして『ヂヨ　シコオセイ』というのは、思っていた以上に強大な存在なのかも……」

　まともに自信を失なくした表情かおで、小さくぶつぶつつぶやきはじめる。

「……もしもし……？　レックス？」

「はっ!?」

　エリの呼びかけに、ようやく彼は我に返り、

「……とにかく、お渡しします」

　言ってサークレットを外はずし、彼女に手渡す。

　見た目はただの、細い銀色のサークレット。

「……単に頭につければいいだけ？」

　エリのことばに、レックスの口から、なんだかわからない音が漏もれた。

　……そっか……この状態で通じるわけないんだ。

　思いきって額ひたいのあたりにつける。

　──ちょっとゆるいかな？

　思ったそのとたん──

「わぉっ!?」

　彼女は思わず声を上げていた。

　いきなりサークレットが頭を締しめたのだ。

　しかし、締まりすぎることもなく、ほどよい具合でおさまっている。

　それを見て、レックスはひとつうなずいた。

「──さあ。行きましょうか。みんなのところへ」




　扉とびらを開あけると、上へと続く階かい段だんが、薄うす暗ぐらい口を開けていた。

　一種独特の、しめった空気が鼻をつく。

　どうやら二人が今までいたのは地下だったらしい。

「ついて来てください」

　言ってレックスはランプを片手に、階段を上りはじめる。

　そのすぐ後ろに続くエリ。

　エリの基き準じゆんでものを見れば、二階分ほどの高さを上がったころ、階段は、一枚のドアに行き当たる。

　レックスは無言でドアを開け──

　どぉぉぉっ！

　瞬しゆん間かん、どよめきが二人を出迎えた。

「へぇぇぇっ！　あれが別の世界の!?」

「なんだ……ふつーの女じゃねーか？」

「誰だれだ誰だ!?　首が二つある、なんて言ってた奴やつはっ!?」

「おおっ！　動いとる動いとるっ！」

　別の世界からの客を、ひと目見ようと集まってきたやじ馬たちは、口々にわめき立てている。まるっきり、動物園見学に来た幼稚園のノリである。

「……聞こえてるわよ……」

　思わずポツリとつぶやくエリ。




　どぉぉぉぉぉぉぉぉっ！




　さきほどに倍ばいするどよめきが起こる。

「しゃべったっ！　しゃべったぞぉぉっ！」

「なんと面めん妖ようなっ!?」

「よく調ちよう教きようしてあるなぁ。」

「…………」

　まともに顔を引きつらせ、思わずエリは絶ぜつ句くした。

　──しゃべるんじゃなかった……

　今さら思えどあとの祭まつり。

「みなさん、ちょっと道を開けていただけますか。はい、ちょっと通してくださいね」

　混こん乱らんの中、ただひとり、レックスだけが冷静に、エリを先せん導どうしていった。

　屋根があるところからして、建物の一室らしい。学校の教室ほどの広さはあるだろう。

　もう少し、落ち着いてあたりを観かん察さつしたいところだが、この人ごみではそれも無理。

　とりあえず今は、レックスの背中について行くのみ。

　やがて二人は、反対がわの扉とびらをくぐる。

　かなり大きな建物の中。

　廊ろう下かを通って階段を上り、やがて魔道士は、一枚の扉の前で立ち止まる。

　扉の左右に、警けい備び兵らしき男がひとりずつ。どうやらここが目的の部へ屋やらしい。

「連れて来ました」

　レックスのひとことに、警備兵の片方が扉を開いた。

　迷まよわず扉をくぐる魔道士に続き、彼女も部屋に足を踏ふみ入れる。

　後ろで扉の閉しまる音。

　──作戦会議室、とでもいったところだろうか。中央に、大きな丸いテーブルひとつ。そこにはすでに、老若とり混まぜ、五人の男がついている。

「ごくろう。レキサンドラ」

　ねぎらいの声をかけたのは、部屋のいちばん奥に座った青年だった。

　──わぉ。

　エリは思わず内心声を上げた。

　としのころは二十歳はたち前後といったところか。黄金きん色の髪かみと、蒼あおい瞳ひとみの美青年。

　エリが今までビデオやＴＶで観みた映画の中にも、これほどのはちょっと見当たらない。

　青年は、ちらり、と彼女に視し線せんを向けて。

「それか？　聞きわけのない異い世せ界かいの原住民とかは？」

　彼女の胸に、一瞬生まれかけたときめきは、このひとことで、あとかたもなく霧む散さんした。

　彼女は、きっ！　とレックスに視線を送り、

「誰なの？　この態度のデカい結婚詐さ欺ぎ師しみたいなのは？」

「なんだとぉぉぉっ!?」

「あああっ！　殿下っ！　おちついてっ！」

「きさまぁぁっ！　いきなりなんつぅことをっ！」

　エリのひとことにざわめく一同。

[image: ]

「こ……この方は、偉大なるファインネル王国の正統なる第二十五代王位継けい承しよう者しや、クルーガー゠ゼス゠ファインネル王子なるぞっ！」

　王子とやらの隣に座った、文官らしき姿の男が、エリに向かって言う。

「ふーん……」

　気のないあいづちをうつエリ。

　いきなり『王家の人間』などと言われたところで、二十世紀の日本で生きるエリにはぜんぜんぴんと来ない。

　彼女の認にん識しきの中では、『王様』なんぞ、ゲームで勇者に金をくれる役か、でなけりゃ単なるセーブ・ポイントにしか過ぎないし、『王子』など、よくても王国を追い出されて、剣ぶん回すしか芸のないシロモノである。

　あるいは──

「……王家ってぇと、某ぼうイギリスみたいに、国民の税金しぼり取るしか……っと、あぶないあぶない。もー少しで口がすべるとこだった……」

　すでにじゅーぶんすべりまくっている。

「きさまぁぁぁっ!?」

　いすを蹴けり、立ち上がったのは、クルーガーの隣に座った、三十代半なかばの男。顔の半ばを伸のばした黒い髭ひげで埋うめ、見るからに気の短そうな顔をしている。

「黙だまって聞いておればっ！　ここまで王家を愚ぐ弄ろうするとは許せんっ！」

　言って腰の剣に手を伸ばす。

「ちょっ!?　ちょっとぉぉっ!?」

　さすがに顔色を変えるエリ。

「そこになおれっ！　不ふ埒らち者ものっ！」

「──まあ待ちなされ。バイザー殿」

　男の動きを止めたのは、静かな老人の声だった。

「ロッドゥェル将軍!?　なぜお止めになる!?」

　黒ひげは、戸と惑まどいと非難の混まじったまなざしで、隣に座る、白はく髪はつの老人を見下ろした。

「ここと、嬢じようちゃんのいた別の世界とでは、いろいろと習しゆう慣かんや考え方も違おうて。今は何より、話し合いじゃ」

「……し……しかし……」

　まだ何やらもごもごつぶやく黒ひげに、老人は、涼すずしい顔で、

「それに何より、今ここで切りかかって、おかしな反はん撃げきでもされては、殿下の身に危き険けんがおよぶやもしれんぞ」

「…………はあ…………」

　そうと言われれば、うかつに動くわけにもいかない。バイザーは、しぶしぶいすに腰かける。

「──座れ」

　かわらず尊そん大だいなクルーガーのことばに、エリはロコツに不きげんな顔になるが、さすがに今度は黙ったままで、レックスとともにテーブルにつく。

「──さて、それじゃあまず聞くぞ、なまいき女」

「……殿下……」

「何でも聞きなさいよ。スカ王子」

「……エリさん……」

「……いい根性してるじゃないか」

「……あんたもね」

「くっくっくっ……」

「んっふっふっ……」

　かくて──

　不毛な予感をはらんだまま、『話し合い』ははじまったのだった。




　十五分ほどの後。

『話し合い』はいきなり煮に詰つまっていた。

　クルーガー側は『邪魔だから帰れ』の一点張り。

　エリは『何かの役に立つかもしんない』の一点張り。

　──もとより──

　かたや戦争に勝つために、相手の意志を無視して呼んだクルーガー側。

　かたやまるっきり観光気分のエリ。

　そもそも、話の論ろん点てん自体が根本的にズレているのだ。

　それを話し合いで、どーにかしようとするところに無理がある。

　そのことに、最初に気づいたのは老将軍だった。

「……お嬢じようちゃんは、この世界を見学したい、と、つまりはこういうことじゃな」

「そう」

　きっぱりはっきりうなずくエリ。

「さて、わしらの方じゃが、別にお嬢ちゃんがこちらをうろつこうと、それで困るということはない」

「それじゃあ……」

　身を乗り出すエリを片手で制し、

「しかし、もしもお嬢ちゃんが外に出て、敵の手に落ちたりすれば、これは話が違ってくる。あるいは何らかの事故で、お嬢ちゃんが死んだり、行方ゆくえ不ふ明めいになったりした時じゃ。

　そうすると、レックスの左腕のあれを外はずせるものがいなくなる」

「……うーん……」

　思わずことばに詰まるエリ。まさか自分のハッタリが、こういう形で、こんどは自分の足かせになるとは思っていなかったのだ。

　しかし今さら、『あれはハッタリ』などと言い出せるわけもない。そんなことをすれば、よくてももとの世界に帰され、二度と呼んではもらえないだろうし、最悪の場合、この場でばっさり、などというおそれすらある。

「──と言ったところで、すんなりあれを外してはくれんじゃろう？」

　温おん和わな顔で静かに言われ、エリは思わず苦笑する。

「……期限つき、監かん視しつきでならかまわん、ということならどうじゃ？　お互い、その程てい度どまで歩み寄るしかなかろう」

　老将軍にそう言われ、なんとはなしに視線を移し──

　エリとクルーガーの目が合った。

　しばし二人はにらみ合い──

「──いいわ」

「いいだろう」

　うなずいたのは同時だった。




「さあっ！　それじゃあさっそく見物よっ！」

　エリがにこにこ顔で、レックスのもとに現われたのは、昼食が済すんですぐさまのことだった。

　こちらの料理が口に合うかどうか、若じやつ干かん不安だったのだが、これが結構美味おいしかったりする。

　塩しおやスパイス類るいは手に入りにくいのか、やや味つけは薄うすかったが、もともと薄味好みの彼女にとって、気になるほどのものではない。

　それに何よりその素材。全品無む添てん加か、無農薬！

　──当たり前だが。

　若干の不安といえば、何の料理か尋たずねた時に、返ってくる答えの大半が、『ルバオフィのてり焼きメケドセラ風味』だの『ロヴロンのスープ』だのという、わけのわからないシロモノだということである。

　エリの概がい念ねんにはない動物や野や菜さいなのだろうが……

　料理になる前の現物を見るのが、多少コワいような気はする。

「もう出かけるんですか？」

　アームチェアに座り、本を開いていたレックスは、ロコツにめーわくそーな表情を浮かべた。

「もちろんよ。時間も限られちゃったんだし、さくさく行かなくっちゃ！」

　かまわず陽気な調子で言う彼女。

　結局あのあと会議で、エリの監視兼けんお守もり役やくは、レックスがやる、ということになってしまったのだ。

　むろんレックスは反対した。力いっぱい反対した。

　しかし結局クルーガーの、『もとはといえばお前の不ふ手て際ぎわが原因だろ』のひとことで、首を縦たてに振らざるを得なくなったのだった。

「食事、終わったばかりですよ……もう少し休んでから……」

「じゃあ、レックスは休んでれば？」

　あっさり彼女は言い放つ。

「あたしひとりで出てくるから」

「……わかりましたわかりました……」

　深いため息ひとつつき、レックスは、本を閉とじて立ち上がった。




　扉とびらを開あけると、そこにはまばゆい午後の陽ひざしが満ちていた。

　かわいた風はややほこりっぽいが、かぎ慣なれた都会のそれとは違い、土と緑のかおりが混まじっている。

　陽の光さえ、どことはなしに新しん鮮せんな気がした。

「……わぁ……」

　エリは思わず声を上げていた。

　石いし造づくりの家。立ち並ぶ露ろ店てん。人のざわめきと馬のいななき。

　彼女にとって、ここは間違いなく『異い郷きよう』だった。

　いつかビデオで観た、ファンタジー映画の一シーンがそのまま──いや、それ以上の存在ものとなって、今、目の前にある。

　そして彼女は、その中にいるのだ。

　背中にナップザックを背負ったままで、その上から、レックスに借かりたマントを羽は織おっていた。

　自分がたった今、出てきた方をふり向けば、やたら立りつ派ぱな石造りの建物。

「ふぇぇ……ね、レックス、ここって町長さんの家とか、そーいうの？」

　彼女の問いに、魔道士は首を横に振り、

「違います。ここは神殿ですよ。ほんとうはね。

　今は、私たちの隠かくれ家がになっていますけど」

「……へぇぇ……」

　彼女の知っている、世界各地の神殿とはだいぶイメージが違う。

「けど……神殿にしちゃあ、玄げん関かんの扉なんかも、ずいぶんと小さいわね」

「そりゃあそうですよ」

　さも当然のことのように言うレックス。

「神殿の中は神の力に満ちていますからね。その力が外に漏もれたりしないように、出入口はあまり大きくしないんです。どこでもそうですよ」

「ふぅん……」

　神殿にやって来るひとに便利なように、という考えは、どうやら存在しないらしい。

　彼女はふたたび、市場の方に目をやって、

「ところでレックス、買い物していい？」

「いいですよ。代金も私が出しましょう」

「やりぃっ！　レックス、太ふとっ腹ぱら！」

「ただし──」

「ただし？」

「今から私の言うことをよく聞いて、注意を守ってくだされば、です」

「……はあ……」

　あいまいな返事を返すエリ。

「とりあえずは──今現在、この世界がどうなっているか、です。事情も知らずに、おかしなことをされたら困りますからね」

「はいはい。おとなしく聞きます」

　言って彼女はうなずいた。

　エリとしても、この世界が一体どうなっているのか、興きよう味みがあるところである。

「……ま、立ち話もなんですから、そこらを歩きながら話しましょう。……ただし、あまり大きな声でできる話でないことだけは覚おぼえておいてくださいね。どこで誰が聞いているかもわかりませんから」

「わかったわ」

　ふたつ返事でうなずく彼女。

　露店が立ち並ぶ通りに向かって歩き出しながら、レックスは、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「しばらく前まで、このあたりは、ファインネル王国と呼ばれる人間の国でした」

「ファインネル……ってことは、クルーガーとかって、あいつの？」

　店先に並ぶ、見み慣なれぬ商品に目を奪うばわれながら、彼女は問い返す。

　一国の王子を『あいつ』呼ばわりが気にさわったか、レックスは、一瞬渋しぶい顔をするが、かまわずふたたび話しはじめる。

　──どうやら、言ってもムダと悟さとったらしい。

「正確に言えば、クルーガーさまのお父上、ドゥルーガー王の国だった、ということになりますが。

　とにかく、王の治世のもと、人々は豊ゆたかに暮くらしていました。

　──けれど──」

　……なんだか、おとぎ話か二流ありがちＲＰＧみたいな状況ね……

　エリはふと、そんなことを思いながらも、とりあえず黙だまって話を聞く。

「数年前、その平和は破られました。ギオラム・バスカーたちの手によって」

「……ギオラム・バスカー？」

　聞き慣れぬことばに彼女は問い返す。

「──あなたたちの世界にはいないんでしょうね。もとは、ずっと南の方に住んでいた、強大な魔ま力りよくを操あやつり、戦いを好む邪じや悪あくな種族です」

　──魔族、みたいなもんなんだろうか……？

　てきとーに解かい釈しやくする彼女。

「……ギオラムは、ファインネルの城に突とつ如じよ攻め込み、王を殺したのです。

　クルーガー王子と私を含ふくめ、何人かの重臣たちは、それでもなんとか逃げ延のびたのですが……あとは……」

　レックスの声に、怒いかりと憎ぞう悪おの色がこもる。

　彼はしばし、無言のままで歩みを進め、やがて重いため息をひとつ。

「……奴やつらはそれ以来、このあたり一帯を支配しています。ファインネル城のあった場所に巨きよ大だいな城と町とを築きずき上げ、まわりを要よう塞さいで固めて……

　逆らうことはむろん許されず、我々人間は、奴らの統治下にあるのと同然です。

　──けれどいつの日か必ず、奴らを倒し、再び平和をとり戻もどさなくてはなりません！」

「……う……ん……」

　そう言われても、やはりいまひとつ、ピンと来ないものがある。

　彼女はあいまいなあいづちをうった。

　あたりに視し線せんをめぐらせば、露店に並ぶ、見慣れない数々の品物、あざやかな原色の果物くだものや野や菜さい、かぐわしいにおいを立てる焼やき肉にく。

　そして、ざわめく人々。

　──けっこー平和なよーな気もするんだけど……

　心の中でつぶやくと、

「けどさ、そのギオラムとかって連中、王国乗っ取ってから、何か悪さでもしてるわけ？」

　エリの問いかけに、レックスは不ふ機き嫌げんな表情を隠かくそうともせず、

「王国の乗っ取り自体、十分に悪事です」

「……あ……そう……」

「それに、ここのようなちゃんとした町には、時々見回りをよこす程てい度どですが、旅たび人びとなどをさらっては奴ど隷れいにし、それこそ馬ば車しや馬うまのように働かせている、といった話も聞きます。

　ついでに言うと、連中は、いざとなったら、我々人間を根ね絶だやしにすることをためらわないでしょうし」

「……ふぅん……」

　エリは腕を組み、しばし考え込む。

　──ま、確かにこりゃ、指をくわえて見てられる状況じゃなさそうだけど……

「ね、あたしで何か役に立てることってないかな？」

「ありません」

　いともあっさり言い切るレックス。

　思わずエリは頰ほおをふくらませ、

「……そーゆー言い方ってないでしょっ！　……そりゃあ確かに、いちおー剣けん道どう部に入ってるけど、ほとんど幽ゆう霊れい部員だし、上手うまい方だとは言えないけど……そこはそれ、知恵と勇気と友情で……」

「あなたの世界じゃあ、知恵と勇気と友情さえあれば、どんなことでもできるんですか？」

　皮ひ肉にくな口く調ちようで問いかけられて、エリは一いつ瞬しゆんことばに詰つまる。

「……やなやつ……」

　聞こえないよう、小声でぽそり、とつぶやいて、ふとあることを思いつく。

「──じゃあ、『知ち識しき』って奴はいらない？」

「知識？」

　どうやら興きよう味みをそそられたらしく、彼女の方を向き、問い返すレックス。

「そう。うちの世界にある『科学』って奴の知識よ。うまくすれば、何かの役に立つかもしんないわよ」

　彼女は言った。

　銃や砲の弾丸が、どうやって発射されるのかは、むろん彼女でも知っているし、火薬やその他もろもろ、ぶっそうな道具の作り方など、もとの世界に戻もどり、図書館にでも行けば、あっさり調べがつく。

　むろん彼女は気づいていない。

　それが、この世界を根本的に変へん革かくさせてしまうこと、そして、もしそれがギオラム族の手にも渡った時、双そう方ほうが、はるかに多くの血を流すことになると。

「知識……ですか……」

　しばし腕を組み、考えるレックス。

　その時──

　ざわっ。

　市場ににぎわう人ごみの向こうに、突とつ如じよざわめきが起こった。

「あれは？」

　エリに問われて、レックスは視し線せんを送り──

　その顔がまともにこわばった。

「──ギオラム──」

「あれが!?」

　言われてエリは、あらためてそちらに視線を送る。

　市場の人ごみをかき分けながら、軍馬に乗り、槍やりを手にした五人の騎き士しが、ゆっくりと通りをやって来る。

　エリの目には、竜りゆうの鎧よろいで全身を覆おおい、背中に大きな盾たてのようなものを背負った人間にしか見えないが……

「ギオラムの巡じゆん視し兵たちですよっ！」

　動どう揺ようの色もあらわにつぶやくレックス。

「……まずい……こりゃまずい……」

「まずい、って何が？」

「だってそうでしょうっ！　……私たちはね、これまでにも何度か、連中のアジトを襲おそって武器を奪うばったりもしてるんですよっ！」

「……そりゃ確かにまずいわね……」

「ここで捕つかまったりしたら、アジトの場所もっ……！　逃げますよっ！」

「ちょっとっ!?」

　止めるいとまもあらばこそ。

　言うなりレックスは、通りの人ごみをかき分けて、巡視兵たちと反対の方へ走り出す。

　──それじゃあ自分の方から『やましいことがあります』って言ってるよーなもんじゃないのっ!?

　心の中で叫さけぶエリ。

　彼女が心配した通り──

「──おいっ！　そこのっ！」

　巡視兵のひとりが、逃げるレックスに向かって大声を上げる。

「逃げるなっ！　止まれっ！」

　むろんレックスは止まらない。

「止まれと言って──えぇいっ！　道をあけろっ！」

　巡視兵たちは、馬を進めようとするが、この人ごみではそれも無理。

「えぇいっ！」

　小さく舌した打うちひとつして、騎士のひとりが飛んだ！

　その時はじめて、エリは知った。

　鎧よろいが鎧でないことを。盾たてが盾でないことを。

　遠目には、わからなかっただけなのだ。

　盾ではない。騎士の背中にひろがるそれは、一いつ対ついの翼つばさ。

　竜をかたどった鎧ではない。それこそが彼らの素顔なのだ。

　──竜人族ギオラム・バスカー──

　通りを埋うめる人々の、頭上を飛び越え、竜の騎士は、レックスの目の前に舞い降りた。

　どよめく群衆。

「答えろ。なぜ逃げた!?」

　竜の騎士は、手にした槍やりでレックスを指し、詰きつ問もんする。

「……くっ！」

　レックスは小さなうめき声を上げた。

　その瞬間！

「こぉぉぉのくそたわけぇぇぇぇっ！」




　ぼごぎっ！




　エリの放ったとび蹴げりが、レックスの後頭部を直撃した！

　かなりド派手な音を立て、その場に倒れ込むレックス。

　彼女はそのまま、倒れた魔ま道どう士しの上に馬乗りになる。

「……な……」

「やかましぃぃぃっ！」

　口を開きかけたレックスの頭を片手でおさえつけ、

「ありがとうございます！　こいつには手を焼やいてたんですよ！」

　目の前の竜人ギオラムに向かって言う。

「……何だ何だ？」

「一体どうした？」

　残り四人の竜人ギオラムたちが、人ごみを分けてやって来る。

　エリは、きっ！　と顔を上げ、

「こぉの馬ば鹿か男、いい年して、毎日毎日あたしのとこから、果物くだものかっぱらって行くんですよっ！　どうにかしてやって下さいなっ！」

　…………

　彼女のことばに、竜人ギオラムたちは、困ったように顔を見合わせ、

「知るかっ！　そんなことっ！　──それよりもっ、最近、このあたりでゲリラが動き回っている！　心当たりはないかっ!?」

　押さえつけた腕の下、レックスの体が、ぴくりっ！　とひとつ、小さく震ふるえる。

　しかしエリは慌あわてずさわがず、

「知りませんよっ！　そんなことよりっ！　こっちは生活がかかってるんですよっ！」

「あー。そーかそーか」

　竜人ギオラムは、うるさそうにぱたぱた手を振ると、仲間が連れてきた自分の馬にまたがった。

「ならその男、殴なぐるなり蹴けるなり、そっちで好きにしろっ！　──行くぞっ！」

　言い捨てて、他の四人とともに、さっさとその場を去ってゆく。

「──ったく……」

　ぽかんっ、とおまけに、レックスの頭をひとつはり飛ばし、

「ほらほらっ！　こっちへ来なさいっ！　きっちり話つけよーじゃないのっ！」

　言いながら、彼の片腕つかんで引き起こし、そのままずるずる引っぱって、二人はそのまま、人ごみの中に姿を消したのだった。




「……ふぅ……なんとか切り抜けたわね」

　二人がひと息ついたのは、人通りのない裏うら路ろ地じに入ってからのことだった。

　胸をなで下ろすエリに、レックスは、右手で頭の後ろをさすりつつ、

「……おかげで助かりました……かなり痛かったですけど……」

「気にしちゃだめよ。あそこで捕つかまって尋じん問もん受けて、仲間を一いち網もう打だ尽じんにされるよりは、ずいぶんマシでしょ？」

　魔道士の皮ひ肉にくに、さらりと言い返すエリ。

「そりゃそうですけど……

　私だって、いくら相手が竜人ギオラム族だといっても、たかが下したっ端ぱの五人程てい度どなら、倒す自信はあるんですよ」

「へええ……　あ、ひょっとして、攻撃魔術とかってやつ!?」

「まあ、そんなところです」

　自信たっぷり答えるレックスに、しかしエリは小さく首をかしげて、

「……でもさ、こんなことしたら、それこそ連中、本気で攻めてくるわよ」

　言われて思わず絶句する。

　確かに彼女の言う通り。それに、何をどう言ったところで、彼が竜人ギオラムの姿を見て逃げ出したことは事実なのだ。

「そもそも、根本的なこと聞くけど、あなた、連中に顔を知られてんの？　──とゆーよりもそれ以前に、あの連中、あたしたちの顔の見分けなんてつくの？　あたしの目には、連中の顔なんて、どれも同じに見えたんだけど」

「…………」

　返すことばすらなく立ち尽つくすレックス。どうやらそこまで考えていなかったらしい。

「──ったく……」

　彼女はため息ひとつつき、ぽんっ、と魔道士の肩を叩たたいて、

「ま、ともあれ、無事にすんだんだから、よしとしましょ。そんなことより、買い物よ。

　……あ。おごってくれるとうれしーな[image: ]」

「はいはい」

　言いながら、ようやく彼は笑えみを浮かべた。

　──苦笑ではあったが。




　なんだかわからん木き彫ぼりの人形、名前も知らない果物の数々。ちょっとあやしげな細さい工く物。当人は、かなり遠えん慮りよしたつもりだったのだが、それでもかなりの量りようになった。

　それらをなんとか、ナップザックにつめ込んで、帰り支じ度たくをはじめたのは、彼女の新しい腕時計が、午後の六時を示した頃ころだった。

「やー。いろいろあったけど、けっこー楽しかったわ」

　神殿奥の隠かくし部べ屋や。『上じよう機き嫌げん』を絵に描かいたような笑みを浮かべ、エリはぴょこんっ、と、召喚の台座の上に飛び乗った。

　気分はまるっきり観光旅行。

「それじゃ、送りますよ」

　言って呪じゆ文もんを唱となえはじめるレックス。

　そして。

「それじゃあレックス、また来週ぅぅぅ……」

　あいさつの声のひびきをかすかに残し、エリの姿は台座から消え──

　……ふう……

　レックスは、重いため息をついた。

　台座の四すみにすえ置いた、転移の宝珠オーブに異常がないかを確かめ、部屋を出る。

　苦にがい思いがじんわりと、心の中にひろがっている。

　エリの件ではない。自分自身のことである。

　今日、あの時──

　もとはといえば、自分がもっと落ち着いて、いきなり逃げ出したりしなければ、今回のことは起こっていない。

　そもそもエリが来なければ──と、責任転てん嫁かができれば楽なのだが、彼にはそういう思いがない。

　子供のころから、師し匠しようにさんざん言われたのだ。

　──反はん省せいなんぞは誰だれでもできる。しかし、失敗を他人のせいにして、反省すらしようとせん奴やつはサル以下じゃ。問題は、反省したあと、きちんとそれをバネに成長できるかどうか、じゃな──

　早い話がレックスにとって、責任転嫁は、自分がサル以下だと認みとめるにも等ひとしいことなのだ。

　しかしそれゆえ、ひとりで落ち込むことも多い彼だった。

　視し線せんを落とし、ブルーな気分でとぼとぼ廊ろう下かを歩いていると、

「よぉっ！」

　ばしぃっ！

　いきなり背中を叩たたかれて、レックスは、思わず数歩よろめいた。

「……な……!?」

　ふり向けば、そこには、親しん衛えい隊長バイザーが、いかにもひとの悪そうな笑えみを浮かべて立っている。

「……バイザーどの……」

「どうなされた!?　レックス殿！　いつにも増まして元気がありませぬなぁ！　まさか、町であのエリとかいう小娘に助けられたことで、落ち込んでるわけではありますまいなぁ!?　わはははははは！」

「……んなっ!?」

　思わず一瞬絶ぜつ句くするレックス。

「……し……親衛隊長！　一体どこでその話をっ!?」

「……どこでも何も、もうその噂うわさでもちきりですぞ。なんでもあの小娘当人が、自じ慢まんたらたら吹ふい聴ちようしてまわっていたらしいですがな」

「ああああああああっ!?　いつの間にぃぃぃぃぃぃっ!?」

　むろんエリとしては、自分が少しは役に立つのだ、ということを宣せん伝でんしたかっただけなのだが、レックスにとっては、充じゆう分ぶん以上にめーわくである。

「ま、大事を前に控ひかえた今日このごろ。あまり目立ったことはせぬよう注意していただきたいものですな！」

　言いたいことだけを言うと、耳ざわりな高笑いを上げ、通りすぎてゆくバイザー隊長。わざわざイヤミを言いに来ただけとしか思えない。

　……もっともバイザーは、実じつ際さいイヤミのつもりで言ったのだが。

　しかし今のレックスには、相手を『やな奴』と思うより、自じ己こ嫌けん悪おの方が強かった。

「……ああ……」

　さらにますますダークな気分で、レックスは、深いため息をついたのだった……







「それじゃあレックス、また来週ぅぅぅっ！」

　ぱたぱたと手を振るポーズのままで、エリは自分の部へ屋やに佇たたずんでいた。

　……ひょっとしたらあたし、アホみたいに見えるかもしんない……

　ふと、頭の片かた隅すみでそんなことを思ったりもするが、いちいちそんなことを気にしていては、楽しい人生は送れない。

「……あ……そのまま戻もどって来ちゃった……」

　つぶやいて、マントをはずしてザックを下ろし、ついつけて来た、通つう訳やくサークレットを外はずす。

　……このサークレットって……こっちの世界でも、ちゃんと通訳するんだろーか……

　試ためしてみたいような気も多少はするが、動かなかった時のことを考えると、これをつけて外国人に話しかけてみようとは思わなかった。

　──いや待てよ。ＴＶ映画の二か国語放送で試してみたら……無理か。話してる相手のイメージを使った翻ほん訳やく機みたいだし……

　などといろいろ思ううち。

　とんっ、とんっ。

　誰だれかがドアをノックする。

「──あ。はぁい！」

　サークレットを引き出しに押し込んで、返事をすると、ほとんど同時にドアが開あく。

　どうやらドアのカギをかけ忘れていたらしい。

「いるの？　エリ？」

　ひょこんっ、と顔をのぞかせたのは、やや童どう顔がんで、丸いメガネの女の子。

「あ。ケイ。どしたの？」

　やや慌あわてながらエリは言う。

　彼女──瑞みず城き圭けいとは、学校でのクラスは別だが、寮りようの部屋は隣どうし。そのせいか、けっこう仲もいい。

「ん。ちょっとお小こ遣づかい入ってね。たまにはいっしょに外にでも食べにいかない？」

「おごってくれるの[image: ]　らっきーっ！」

「ワリカンよ」

「…………」

　こーいう性格ではあるが。

「ま、いっか」

　エリはポケットにサイフを押し込むと、上からジーンズのジャケットを羽は織おる。

　寮内にも、安い食堂があるのだが、おせじにも美味おいしいとはいえない。小遣いも少ない学生の身とはいえ、たまには旨うまいものも食べたい、というのが人情である。

「昼間も部屋、のぞいたんだけど、丸まった毛布が転がってるだけで、あんた部屋にいなかったから。どこ行ってたの？　エリ？」

「あー、いやぁ、ちょっとそこらをぶらぶらと……」

　ケイの言った、『丸まった毛布』とかの意味がよくわからなかったが、気にせずエリは、あいまいな笑えみを浮かべてごまかした。

「それよりさ、どこで食べる？」

「そーね……角かどの中ちゆう華か料理屋なんてどう？　……あんまり変わりばえしないけど、あそこなら、けっこう安くておいしいし、量もあるし」

「……けど……カロリーもけっこうあるよ……」







　とん、とんっ。

　誰かが扉とびらを叩たたいたのは、レックスが、今日何度目かのため息をついた時のことだった。

「……どうぞ……」

「邪じや魔ましてよいかな？　レックス殿」

　酒びん片手にぶら下げて、入ってきたのは白はく髪はつの老将軍、ロッドゥェル。

「……ロッドゥェル将軍……」

　力ない声でつぶやくレックスに、酒びん掲かかげてウインクひとつ。

「どうじゃ？　いっしょに一いつ杯ぱいやらんか？」

「……いただきます」

　答えて彼は、部へ屋やの棚たなから、カップを二つ持ってくる。

　小さなルーム・テーブルの向かいに二人は腰かけた。

　老将軍は、二つのカップになみなみと、セピア色の液えき体たいを注ぎ込む。

　神殿の中の小さな一室。そこがレックスの私室だった。

　小さな棚と、テーブルひとつ。机とベッドのまわりは本で埋うまっている。

　壁かべにかかったランプのささやかな明りが、かざり気のないこの部屋を、オレンジ色に照らしていた。

　開いた小さな窓からは、夜の空気と星明りだけが、ひそやかに忍しのび込んで来る。

　二人はしばし、黙だまってカップを傾かたむけていた。

　……ジ……

　ランプの芯しんが、小さな音を立てた。

「……私は……」

　ぽつり、とレックスはつぶやいた。

「……私は……」

　しかし、そこから先のことばが、どうしても出てこない。

　いつもこうだ。

　レックスは、ファインネルの城が竜人ギオラムたちに陥おとされた、その日のことを思い出していた。

　うずまく人々の悲ひ鳴めいと怒ど号ごう。あちこちで炎ほのおの手が上がる。

　もともと、人間を相手にすることを前ぜん提ていにつくられた城である。翼つばさある竜人ギオラムたちにとって、堅けん牢ろうな石の城じよう壁へきは、全く何の意味もなさず、バルコニーは格好の橋きよう頭とう堡ほとなった。

　彼らは城壁を無視して、いきなり城の中ちゆう枢すうに攻こう撃げきをかけて来たのだ。これでなんとか防戦しろ、というほうがどだい無理である。

　王は落城を悟さとった。

　レックスやロッドゥェル老将軍、ほか何人かの重臣に、クルーガーを無事に落ち延のびさせることを命じると、自分は、当時の親しん衛えい隊長とともに城に残り──

　そのあとを、レックスは知らない。

　あの時、自分はただ、おろおろしているだけだった。

　むろん、いくら彼ひとりが活かつ躍やくしようと、事態が変わったわけではないだろう。しかし彼が自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっているのは、何もできなかったからではなく、何もしようとしなかったから、である。

　うろたえて、文字通り右往左往するばかり。王に命令を下されてようやく、クルーガーたちとともに城を出たのだが、それも『クルーガーを守って』というよりも、一同になんとかついて行く、といったようなものだった。

　そして、今日もまた。

　竜人ギオラムたちに出会った、というそれだけで、思わず取り乱し、逃げ出した。

　実戦経験の乏とぼしさ、というのもむろんある。しかしそれよりも、戦いの場の空気そのものに、彼はどうしてもなじめないのだ。

　以前、他のみんなといっしょに竜人ギオラムのアジトを襲しゆう撃げきした時も、比ひ較かく的安全なところから援えん護ごをする役だったにもかかわらず、膝ひざがふるえて止まらなかった。

「……なかなか深しん刻こくそうじゃな……」

　つぶやいて、老将軍は、こくんっ、とひと口、酒を喉のどの奥に流し込む。

「しかし、言ったはずじゃぞ。反はん省せいもできん奴やつは問題外じゃが、反省をしておるだけでは何も生まれん、とな」

「……師匠せんせい……」

　レックスは、かつての師に、力ない視し線せんを向ける。

「……だめなんです……私は……戦いの空気をかぐだけで、体がいうことを聞かなくなって……それでも、少しでも何かの役に立とうと思って、別の世界から呼び出したのがあれですし……」

「うーむ……」

　ロッドゥェルは思わず腕を組み、

「……ま、あの娘も、ひょっとしたら何かの役に立つかもしれんし」

　心にもないことを言う。

「ま、ともあれレックスよ。少なくともおぬしは、魔ま法ほうの力だけなら、わしなんぞとうに越えておる」

「……そんな……」

「事実じゃよ。結局は自信、ということじゃな」

「それはわかってはいるんですが……」

「──まあ、こういったことはな、冷たい言い方のようじゃが、他人がどうこう言ったところではじまらん。最後は自分でふっ切るしかない」

「……ええ……」

「──いいから、とにかく今日は飲め」

　老将軍は、言って空からになったレックスのカップに、ふたたび酒を注ぎ込んだ。







「……ねー、まだなの？」

「すぐです」

「少しは黙だまって歩け」

　エリのいくど目かのぼやきに、レックスとクルーガーの二人は、同じ数だけの、ミもフタもない答えを返した。

　──次の日曜──

『町の外にも行ってみたいっ！』と、ひたすらだだをこねまくるエリにしかたなく、レックスは、彼女を町の外に連れてゆくことになったのだが──

　レックスは、町の外に出ることを、一応断わっておこう、と、クルーガーにそう言ったところ、『お前たちだけじゃあ不安だ』などと言われたあげく、なぜかクルーガー当人がついて行くことになったのだった。

　クルーガーとレックスは、エリを連れ、町の近くの小高い丘おかに登りはじめたのだ。

　小一時間ほど登り続け、三人はようやく頂上にたどり着く。

「──あれが、竜人ギオラムたちの地です」

「……何なの!?　あれ!?」

　レックスの指さす彼方かなたに視線を送り、エリは思わず声を上げていた。

　ドーム都市。

　そんなことばが、ちらり、と彼女の頭をかすめた。

　一いつ瞬しゆん、ほんとうにガラスか何かで、あたりを覆おおっているのかと思った。

　しかし違う。

　小さな山のひとつくらいなら、あっさり入ってしまうだろう。かなりの広い区く域いきに亘わたって、空気そのものが変質しているのが、見た目にもわかる。

　何と表現すればいいのか──そう、濃こく、澱よどんでいる感じ。

「竜人族ギオラム・バスカーはもともと、ずっと南の、暖あたたかい地域に住んでいる種しゆ族ぞくでした。……竜人ギオラムたちは強い種族ですが、このあたりの冬の寒さには耐たえられない……だからこそ彼らは今まで、このあたりには手を出してこなかったんです。

　けれど……

　彼らは、一定の広い区域の環かん境きようを変える術じゆつをあみ出しました。

　それが──あれです」

　エリはしばしことばもなく、ただただそれに見入っていた。

「彼らはどうやら、その実験と町づくりを兼かねて、陥おとしたファインネル城を利用しているようです」

「城のまわりに、竜人ギオラムの町までつくって、な」

　竜人ギオラムの結けつ界かいをにらみつけたまま、不ふ機き嫌げんな声で言うクルーガー。

「──手近に塔とうが見えるだろ？」

　クルーガーに指されてエリはうなずいた。

　ドーム状に変質した空間の端はし近く。こちらの世界にしては、かなり大きな塔が建っている。そしてそのふもとには、塔を支えるかのように、石いし造づくりの建物がひろがっていた。

「……要よう塞さい……？」

「下の方はそうだ。しかしあの塔の方は、この結界を維い持じするためのものだ。

　近いうちに──

　私たちは、あそこに攻撃をしかける」

「殿下!?」

　思わず声を上げるレックス。

「極ごく秘ひ事じ項こうですよ！」

「なぁに、構かまわんだろう。こいつが竜人ギオラムのスパイだったりするわけもなし、別に、戦いに参加しろ、と言ってるわけでもない」

「エリさんは、町の中できっと言いふらしますよっ！」

「……それはあるかも知れんな……」

「やんないわよっ！　そんなことっ！　あたしにだって分ふん別べつくらいはあるんだからねっ！」

『うそつけ』

　ジト目で声までハモらせて、二人に言われ、一いつ瞬しゆんひるむエリ。

「あのねぇっ！　……それはともかく、勝てるの!?」

　エリの問いに、二人は一瞬、顔をみあわせ、

「──わからん。たぶん勝てるとは思うが、竜人ギオラムたちの戦力を、完全に摑つかんでいるわけでもないからな」

　クルーガーと、そしてレックスが交互に答える。

「あの塔にいるのは、竜人ギオラムたちの中でも特に強力な術者のはずです。加えて、下の要塞にも、塔を護まもるための戦力が、かなり配はい置ちされているでしょうし」

「けど──」

　と、こんどはクルーガー。

「勝たなけりゃならないんだ。

　このままほうっておけば、竜人ギオラムたちは、きっとこれと同じものを、あちこちに造つくりはじめるだろう。

　そしていつかは、世界中があれで覆おおわれる」

「……わたしたち人間は、あの変質した空気の中では、いちじるしく生命力をそがれます。

　もしも竜人ギオラムたちが、世界のすべてをあれで覆えば……

　──世界そのものが変質し、人は、滅ほろびます」

「しぇぇぇぇぇぇっ!?」

　思わず声を上げるエリ。

「そぉれって、めちゃくちゃ深刻じゃないっ!?」

「じゅーぶん深刻ですよ」

「……今ごろやっと気づいたのか？　ニブい女だな……」

「やかましいわねっ！　……だぁぁぁって……あたし、こっちのことあまり知らないし……うーん……」

　彼女はいきなり腕を組み、真しん剣けんな表情で考え込みはじめる。

「どうした？　怖こわくなってきたか」

「それももちろんあるけど……こりゃあほっとくわけにもいかないかな、なんて思ったりして……」

「……へぇぇ……」

　クルーガーは、ばかにしたような声を上げ、

「ほっとくわけにはいかない、か。それじゃあ聞くがな、お前、自分に一体何ができると思ってるんだ？」

　彼の問いかけに、エリはしばし考えて、

「──できないでしょうね。たぶん、たいしたことは」

　てっきりムキになって言い返してくるかと思いきや、いともあっさりと答えるエリに、思わず一いつ瞬しゆんことばを失う二人。

「けど、自分にはなんにもできないから、なんて言ってなんにもしないとか、ただ悩なやんでるだけ、とかよりはマシでしょ？」

　ぴくんっ、と小さく、レックスの肩が揺ゆれ動く。

「そりゃああたしなんて、こっちの下したっ端ぱ兵士ほどの力もないだろうし、戦う、なんてことになれば、足手まといにしかなんないでしょうけど……

　けど、ほかのところで何かできるかもしんないし、何より、『自分ひとりが加わったからって、どうなるもんでもない』なんて思っているひとたち全員がもしも動いたら、まちがいなく大きな力になるわ」

　何だったかの小説で読んだセリフをそのまま引用する彼女。

「……そう……そうですよね……」

　エリのことばにうなずくレックス。

「どうしたのよ？　しみじみと」

「あ……いえ別に……」

　レックスは、ひとつ大きな息をついた。

「──さて、そろそろ戻もどるぞ。あんまりこんなところをうろついているわけにもいかん」

「そうですね」

　クルーガーのことばにうなずくレックス。エリもこくんっ、とうなずいた。

　ざっとあたりを見回しても、竜人ギオラムの結けつ界かい以外に見えるのは、ただただ荒れ地や緑の連つらなりのみ。

　ぼんやりと眺ながめるのにはいい風景だが、見どころがないのも事実である。

　ならば、町の中で、買い物でもしていた方がいい。

　やがて三人はきびすを返し、丘おかを下りはじめる。

「あ──ところでさ、レックス、こっちじゃ塩しおとか香辛料スパイスとかって、ひょっとして貴重品なの？」

　ふと思い出し、尋たずねるエリ。

「そりゃあ……近くに海もありませんし、香辛料スパイスもこのあたりじゃあ採とれませんし……」

「そーかぁ。やっぱり」

　うれしそうな顔でうなずくエリ。

「……何が『やっぱり』なんですか……？」

「そんなことじゃないかと思って……持って来たげたわよ。あっちから。塩と香辛料スパイス」

「なにぃぃぃっ！」

　いきなり目の色を変えて、声を上げたのはクルーガー。

「……ほ……ほんとーかぁぁっ!?」

「……ほんとーよっ！　……何なのよ、いきなりっ!?」

「ひょっとして……そっちでは、塩や香辛料スパイスって、簡かん単たんに手に入るのか!?」

「そ……そりゃあまあ……もちろんタダじゃないけど……」

「よぉぉしっ！　買ったっ！」

「……は……？」

「買ってやる、って言ったんだよっ！　竜人ギオラムたちのせいで、やって来る商隊がめっきり減へって困ってたんだっ！　こんどこっちへ来る時は、どどぉぉんっ！　と山ほど持って来いっ！」

「……まあ……別にかまわないけど……っと!?」

　小さく声を上げ、たたらを踏ふむエリ。

　目の前を行くレックスが、いきなり足を止めたのだ。

「……どしたの？　レックス？」

　彼女が問いかけたその時。

　大地を黒い影かげがよぎった。

「なにっ!?」

　あわててエリたちが、頭の上をふりあおげば、青空を舞う翼つばさの影。

「竜人ギオラム！」

　二人の竜人ギオラムは、三人をはさむかたちで、ふわり、と地面に降り立った。

　片方が剣を、そしてもう片方は棍こん棒ぼうを持っている。どうやら正規の兵士、というわけではないらしい。

「……くっ……」

　レックスは小さく呻うめいた。

　体じゅうから、どっと汗が流れ出すのが自分でもわかった。体がこわばり、足が動かない。

　──まただ──

　クルーガーも、うっすらと、額ひたいに汗をにじませて、腰の剣に、ゆるり、と手を伸のばす。

「何なのよ!?　あんたら!?」

　一方、エリは平気な顔で、竜人ギオラムたちに声をかける。

「……ふん……まずまずのが一いつ匹ぴきと、ひ弱そうなのが二匹かよ……ま、最近にしちゃマシな方か……」

「ああ。近ごろは、お上かみは人間狩がり禁止してくれるわ、人間どもはいっちょ前に警けい戒かいしてるわで、とことんシケてたからな」

　エリの問いかけを無視して、竜人ギオラム二人は口々に言う。

「……奴ど隷れい狩りか……」

　クルーガーは、吐はき捨てるようにつぶやいた。

「奴隷狩り!?」

　思わず声を上げるエリ。

「まあ、そういうことだ」

　竜人ギオラムの片方──剣を手にした方がじわり、と近づいてくる。

「おとなしく捕つかまりな。そうすりゃこっちも手荒なことはしねえよ。……商品にキズはつけたくねぇしな」

「商品、ですってぇぇぇぇっ!?　なぁぁによっ！　くそえらそーにっ！　トカゲの親玉みたいな顔してるくせにっ！」

「ト……トカゲだとぉっ!?」

　思わず声を上げる竜人ギオラム。人間ならば、サル呼ばわりされたと同じことである。

「てめぇっ！　人間のくせに、竜人ギオラムさまにンな口聞いたらどんなメに遭あうか！　教えてやろうか!?　えっ!?」

　じわりっ、と一歩詰つめ寄られ、思わず一歩、退さがるエリ。

「へへぇぇん！　だ！　トカゲならトカゲらしく、自分のシッポでも切ってひとりで喜んでりゃいいのよっ！」

「きぃぃぃさぁぁぁまぁぁぁっ!!」

「おどかしたって怖こわくないもんねっ！　こっちには……クルーガーは問題外としても、レックスだってついてるんだもんっ！　さー行けレックスっ！　町の中とちがってここならば、心おきなく戦えるってもんよっ！」

　びしぃっ！　と、迫せまり来る竜人ギオラムを指さすエリの耳に、レックスの、かすかにつぶやく声が届いた。

「……そんな……私……戦い、苦にが手てなんですよ……」




　ぴきぃぃぃぃん。




　思わず音立て、凍こおりつくエリ。

「……ちょっ……ちょっとぉぉっ！　そんな今さらっ！　それじゃあ、せっかくあおり立てたあたしの立場ってぇもんがっ!?」

「勝手にやったんでしょーがっ！」

　などとやっているうちにも、竜人ギオラムは、ゆっくりと近づいて来る。

　もう片方は、たぶんにやけた笑えみでも浮かべているのだろう。それを黙だまってじっと見つめているだけ。

「さてと……どうして欲しい？」

　ちゃきっ！　と右手に剣を構かまえ、おそらく笑ったのだろう。竜人ギオラムは、にぃっ、と牙きばをむき出した。

「──なんなら──私が相手をしてやろうか？」

　言ってゆらり、と一歩前に出たのは、いつの間にか、剣を抜き放ったクルーガー。

「へぇ……きさまがねぇ……」

「──だめですっ！」

　小さくかすれたレックスの声は、クルーガーの耳には届とどかない。

　クルーガーの剣さばき、確かにかなりのものである。

　かなりのものではあるのだが、空を飛べる竜人ギオラム二人に通用するか、といえば、これは疑問だった。

　しかしこんな時になってもまだ、レックスは体が動かない。

「なら……行くぜっ！　人間野郎！」

　叫さけんで斬きりつける竜人ギオラム。しかしクルーガーの剣は、その一いち撃げきを受け流す。

「なに!?」

　驚おどろきの声を上げる竜人ギオラムに、今度はクルーガーの剣がくり出された！

　よけきれるタイミングではない。

　ただし──人間ならば。

　クルーガーの剣が、むなしく空を切った時、竜人ギオラムの姿は頭上にあった。

　からだのばねに、翼つばさのはばたきを加えることにより、人間にはまねのできない回かい避ひが、彼らにはできる。

「こいつっ！　かなりやるじゃねぇか！　人間のくせしやがって！」

　声に怒いかりの色をにじませ、竜人ギオラムは、間合いを取って、ふたたび大地に降り立った。

　クルーガーと竜人ギオラムの、二人の視線が火花を散らす。

　瞬しゆん間かん──

「うしろっ！」

　エリの叫びに、クルーガーはとっさに横に跳とぶ。

　ほとんど同時に、たった今まで、彼の頭があった場所を、棍こん棒ぼうが、風を叩たたいて行き過ぎる。

「ちぃっ！」

　クルーガーの、ふりむきざまに放った一撃が、竜人ギオラムの手にした棍棒を、根もと近くから切り飛ばした！

「このぉっ！」

　剣を持った方が切りかかる。その瞬間。




　ごめっ！




「がぁぁっ!?」

　いきなり横から飛んできた石に、ツノのつけ根を直撃されて悲ひ鳴めいを上げる。

「……あ……当たっちゃった!?」

　つぶやくエリに竜人ギオラムは、怒りのまなざしを向けて、

「……きさまぁっ！」

　ひと声吠ほえて、ダッシュをかける！

「逃げろっ！」

　もう一方の竜人ギオラムと対たい峙じしたままで、声を上げるクルーガー。

　むろん言われるまでもない。彼女はくるり、ときびすを返し、ダッシュをかける。

　だがしかし──

「逃がすかよっ！」

　ざむっ！

　竜人ギオラムの振り下ろした剣が、エリの背中を縦たてに割る！

　ゆっくりと、そのままエリは倒れ込む。

「エリさんっ！」

　思わずレックスは叫んでいた。

　目の前で、エリが切り倒されるのを見たその瞬間、ショックが恐きよう怖ふを押し流した。

　同時に、体の硬こう直ちよくが解ける。あわててエリのもとにかけ寄る彼。

　クルーガーも、表情に不安の色をにじませてはいるものの、もう片方の竜人ギオラムに阻はばまれ、近づけないでいる。

「わたたたたたたたたたたたたたっ！」

　レックスが助け起こすより早く、エリはひょこんっ、と身を起こし、半なかばよつん這ばいのまま、数歩走って竜人ギオラムをふり向く。

「あぶないじゃないのぉぉぉっ!!」

　一瞬、呆ぼう然ぜんとするレックスとクルーガー。

　竜人ギオラムの剣が裂さいたのは、彼女が背中に負ったザックのみ。あたりには、その中に入っていたものが散乱している。

　どうやら竜人ギオラムのほうも、『商品』を傷モノにする気はなかったらしい。

　剣を手にした竜人ギオラムは、へたり込んだままのエリを見下ろして、

「おとなしくしてろ！　いいなっ！」

「だぁれがっ!?」

「なら……」

　おどしか本気か、竜人ギオラムは、ゆっくり剣をふりかぶる。

「このぉっ！」

　あわててエリは、背中のザックからこぼれ落ちたものを拾い上げる。もとの世界で調ちよう達たつした『武器』を。

　左手に百円ライター。

　右手にはスプレー塗と料りよう。

　そう。

　やってみたことのある人もけっこう多いのではないだろうか。必殺、よい子はまねしちゃいけないよ攻こう撃げき！

　ライターの火をつけ、同時にスプレーのノズルを押す！




　ぼひぃぃぃぃっ！




「っどごぅわぁぁっ!?」

[image: ]

　絶ぜつ叫きように近い声を上げ、あわてて後ろに飛び退のく竜人ギオラム。

　そのままぺたんっ、と尻しりもちをつく。

「……じゅ……呪じゆ文もんもなしで……火をっ……!?」

　一同が、一いつ瞬しゆん今の状況を忘れてエリに注目する。

　その中で、はじめに我に返ったのはレックスだった。

　いそぎ、呪文をとなえはじめる。

　一方、エリはすでに炎ほのおを消していた。

　別に深い意味はない。火を吹くことはわかっていたとはいえ、自分でやって自分でおどろいただけである。

「……だ……だいじょうぶかっ!?」

　棍棒を持った竜人ギオラムが、腰を抜かしたままの相棒にあわててかけ寄った。

　それが、彼の不幸だった。

　その瞬間、レックスが、唱となえた呪文を解き放つ！

「雷炎降ブウド・ラ・グラ！」

「……なっ……!?」

「しまっ……」




　きゅがごぉぉおぅっ！




　竜人ギオラム二人の叫びをかき消し、炎と電撃が荒れ狂う！

　そして──

　術じゆつの静まったその後には、黒く焼やけこげた死体が二つ。

「──だいじょうぶですか……？」

　言って、レックスはエリに手を伸のばす。

「……は……はは……今ので腰……抜けちゃった……」

　さし出された手を握にぎり、彼女はなんとか身を起こす。

「戦いは苦にが手てだなんて言っちゃって。けっこぉ強いじゃないの。くのくの」

「そういうこと。やればできるんだぞ。お前は」

　安あん堵どの混まじった苦笑を浮かべ、クルーガーは、剣を鞘さやにもどす。

「……え……いや、あれはとっさに……それよりエリさんの方こそ。今の術、一体何だったんです？　呪じゆ文もんさえ唱えずに……」

「あ。あれはね。それほどたいしたもんでも……と……あ？」

　いきなり言葉を切り、右目を押さえて立ち尽つくすエリ。

「なんだ？」

「──どうしました？」

「動かないでっ！」

　エリの叫びに、二人の動きがぴたりっ、と止まる。

「……コンタクトレンズ……落としちゃった……」

「……はあ……？　コ……コンタト……」

「なんだ？　そりゃ？」

「なんでもいーからじっとしててっ！　……えぇっと……」

　あわてて足下を探さがしはじめるエリ。

　しかし、丈たけは低いとはいえ、あたりには草が生い茂っている。

　……見つかんないな……こりゃ……

　彼女がようやくあきらめたのは、それから三十分ほどしてからのことだった。







「んっふっふっふっ」

　夕方六時。

　エリはふたたび、自分の部へ屋やへと戻もどってきた。

　コンタクトを落としたわりに機き嫌げんがいいのは、帰りぎわにクルーガーが、『スパイスと塩しおの代金』と、数枚の金きん貨かを渡してくれたからである。

　エリにとっては、おいしいことこの上もない。コンタクトを新しく調ちよう達たつしてなおおつりが来る。

「……こっちとあっちとの交こう易えきでもしてやろーかしら……」

　半なかば本気でつぶやくエリ。

「……けど……あっちって、けっこーシャレになんない状況だったのねー……」

　窓のカーテンを引き開あけて、暮れかかる夜空を眺ながめ、つぶやくエリ。

　──竜人ギオラムが世界を結けつ界かいで覆おおえば、世界そのものが変わり、人も滅ほろぶ──

「……はて……？」

　何か心に引っかかるものをふと感じ、エリは小さく首をかしげる。

　しかし、それが一体何なのか、考えてもわからない。

　彼女はすぐに、考えるのをやめた。

「……ま……いいか……」

　コンクリートとスモッグに覆われた、都市まちの空を眺めながら、彼女はぽつり、とつぶやいたのだった。







　湿しめった熱気が、あたりを支配していた。

　かすかに混まじる硫い黄おうのにおい。

　しかし、彼らにとっては、それこそが、理想的な環かん境きようなのだ。

　──竜人族ギオラム・バスカー。

　きのうの昼、レックスが、丘おかの上から指した塔とう。

　その下にひろがる要よう塞さいの中──

「将軍！　ファーダルグ将軍！」

　ひとりの竜人ギオラムが、その部屋にかけ込んで来たのは、昼を少しまわった頃のことだった。

「何だ？」

　石造りの、かざりけひとつない執務室で、報告書類に目を通しながら、黒青色の竜人ギオラムは、おもしろくもなさそうに問い返す。

「……こ……ここから南に少し行った丘の上で、死体が二つ、見つかりましたっ！」

「……死体、だと？」

　ようやくファーダルグの表情が動く。

「はっ！　巡視兵たちが発見しまして……武器を持ってはいましたが、どうやら民間人の死体のようです」

　──むろん言うまでもないことだが、彼らの言う『民間人の死体』というのはすなわち、エりたちを襲って返り討ちにあった、あの竜人ギオラムたちのことである。

「……なんであんなところに民間人がいる？」

「おおかた、無許可で、奴隷用の人間を密猟していたのではないかと思われますが……たぶん、それが逆に殺されたのでしょう。雷炎降ブウド・ラ・グラの術で殺されたものと思われます」

「……ちっ……これだから民間人は……」

　ファーダルグは、小さくひとつ、舌を打つ。

　今回の進攻作戦の総司令──結界中央の城にいる白輝帝ライラ・ギオラムは現在、奴隷用に人間狩りをすることを、全面的に禁止している。

　むろん、人間のことを思いやって──ではないが。

　今回のこの進攻は、領土拡大と結界術の実用実験はむろんのこと、竜人ギオラムが結界内で、ちゃんと生活していけるのかどうか、の実験も兼ねており、城下町には、かなりの数、民間の竜人ギオラムが住んでいる。

　その城下町や城、結界の塔を造るのに、さらってきた人間たちを労働力として使ったのだが、それに味をしめたのか、その後も城下町に住む民間の竜人ギオラムたちは、その奴隷たちをあれこれと使っていた。

　ところが、今から一年ほど前に、その奴隷たちが反乱を起こしたのだ。

　幸いその時は、軍の対応が速く、大きなことにはならなかったが。

　白輝帝ライラ・ギオラムが、人間を町に入れるのを嫌い、奴隷狩り禁止の命令を下したのは、そんないきさつからだった。

　その禁を破り、勝手に奴隷狩りに出て、勝手に返り討ちに遭っていれば世話はない。

　正直言って、それがファーダルグの本音だった。

　ただでさえ、『人間から』要塞を守る、などという、彼の感性からすれば、おおよそ軍人らしくない任務を命じられ、最近少々ふてくされ気味だというのに。

　──人間を相手にするなど、軍人の仕事じゃない。あれは猟師ハンターの仕事だ。

　ファーダルグは思う。

　とは言え、同じ竜人ギオラムが、『下等な人間ごとき』に殺されたのだ。やはり面白いはずもないし、それに何より、死体が発見されたのは、彼の守備範囲の場所である。

　いずれにしろ、ただほうっておくわけにもいかないだろう。

　ファーダルグは、しばし腕を組み、考えて、

「……その丘の近く……人間どもの集落があったな」

「……はあ……大小とり混まぜて、かなりの数がたしか……」

「そのうちのどれかがゲリラどもの活かつ動どう拠きよ点てんになっている──はずだったな？」

「はあ……」

「つまり、その二人を殺したのは、そのゲリラの連中なのさ」

「……別に、そうと決まったわけでは……」

「そう決めればいいのさ」

　あっさりと言うファーダルグ。

「──すぐに各部隊長を作戦室に集合させろ！　ひょっとしたら、我らに歯向かう人間のゲリラどもを一いつ掃そうできるかもしれんぞ！」

「ベヅァー様に、この件は？」

「馬ば鹿か者もの。あのかたは、この塔にあって、結界を維い持じなされるのが役目。つまらんことを報告して、いらぬ心配をおかけするわけにはいかん」

「了りよう解かいしました！　では、さっそくに！」

　竜人ギオラム式の敬礼をして、兵士は部屋をあとにした。

「……叩たたきつぶしてやるぞ……害がい獣じゆうどもめ……」

　その背中を見送って、ファーダルグは小さくつぶやいた。







　二　シリアス空気のウォーフェアー







　その日は、わりと平へい穏おんだった。

　ただし、昼までは、の話だが。

　やはりもとの世界から、とことん買い込んで来たスパイス類るいを、クルーガーたちに売りさばき、エリはかなりの金貨を手に入れていた。

　今日も今日とて、レックスといっしょに町をうろつこう──などと思っていると、何やら緊きん急きゆうの会議とかで、いきなりレックスが呼び出され、結局、町を出ない、という条件で、エリは自由行動を許されたのだ。

　今日の昼食は何にしようか、などと思いつつ、ひとり市場をうろつくそのうち──

「どけどけぇっ！」

「道を開あけろっ！」

　鋭するどい声があたりに響ひびく。

　──まさか──また竜人ギオラム!?

　あわててエリがふり向けば、そこには、馬にまたがった──

「レックス！　くそ王子！」

「誰だれがくそ王子だっ!?　誰がっ！」

　くってかかるクルーガーは無視し、エリはレックスにかけ寄った。

　二人だけではない。ロッドゥェル将軍やバイザー親しん衛えい隊長もいる。さらにその後ろには、名前も知らない兵士たち。ざっと見たところ二十人ほどはいるだろう。

「何があったの!?　この、ケンカでもしに行くみたいなものものしさ!?」

「ケンカをしかけてきたんですよ！　竜人ギオラムが！」

「……え……？」

　思わず一瞬絶ぜつ句くするエリ。

「通報があってな！　北の村が竜人ギオラムに襲しゆう撃げきされたらしい！　間に合わんかもしれんが、救きゆう援えんに行く！」

　かわって答えるクルーガー。

「あたしも行くっ！」

　半なかば反射的に叫さけぶエリ。

　戦い、というものに対する恐きよう怖ふより、好こう奇き心しんの方が勝っていた。

　今はまだ。

「だめですっ！」

「かまわんっ！」

　断わるレックス、うなずくクルーガー。

『……へ……？』

　クルーガー以外の全員が、思わず小さな声を上げる。

「……王子！　どういうおつもりですか!?　こんなものを連れて行っても、足手まといになるだけですぞっ！」

「説明はあとだっ！　ともかく今は急ぐぞっ！」

　バイザーの抗こう議ぎを受け流し、クルーガーはふたたび馬を進ませはじめる。

「──しかたありませんね。馬に乗ったことは？」

　レックスに問われてエリは首を横に振る。

「なら、後ろの荷車にでも乗ってください」

「わかったわ」

　うなずいて、彼女は列の後ろのほうの荷車に飛び乗った。

　やがてふたたび動き出す一行。

　乗って数分と経たたぬうち、エリは後悔しはじめていた。

　むろん彼女とて、快適な乗り心地などを期待してはいなかったが、実際は、はるかにその予想を上回っていた。

　空飛ぶ竜人ギオラムが相手、ということもあって、荷車の中には、小型の投石機だの弓矢だのの飛び道具が満まん載さいしてある。もともとひとの乗れる余地などなく、しかたなくエリは、半ば中腰でへたり込む。

　車しや輪りんはむろん、ゴムなどではなく、木を金具で補ほ強きようしただけのもの。

　それを、二頭の馬が、舗ほ装そうなどされてもいない道の上を、えんえんと引きずり回すのである。

　……はーうー……

　しかし今さら降りようにも、この状態でうかつに動けるわけもなく、誰かに声をかけようにも、へたにしゃべれば舌したを嚙かむ。

　彼女に残された道は、ただただひたすら、耐たえることのみ。

　やがて一行が町を抜けると、レックスが、エリの乗った荷車のとなりに馬を並べて問いかける。

「……でも、いいんですか？　ここからその村まで、行って帰ってだけで、けっこう時間かかりますよ。状況しだいじゃあ、その村で泊とまる、なんてことになるかもしれませんよ」

　彼の問いに、彼女は大きく首を縦たてに振る。

　今日からあちらはゴールデン・ウイーク。

　寮りようの人間は、里帰り中だと思うだろうし、親には『補習があって帰れない』と電話で噓うそをついておいた。

　──どうせ家に帰ったところで、いつもと同じ、母親の小こ言ごとが待っているのは目に見えている。

　ならばその間、こちらで過ごした方がずっと面白い。

　一応日帰りのつもりではいたが、もし、こちらで一いつ泊ぱくすることになっても別にかまわない。

　エリはそんなふうに考えていた。




「クルーガー殿下、いったいどういうおつもりですか!?　あんな娘をわざわざ連れて行くなどと!?」

　一方。

　隊の先頭近くでは、バイザーが、さきほどの話をむし返していた。

「……ん……ああ……」

　クルーガーはしばし沈ちん黙もくし、

「……いや……こっちの世界の現実を見せてやれば、あいつもおとなしく、もとの世界に帰るだろう、なんて思ってな」

「……なるほど……そのようなお考えがあるとは知らず、まことに失礼いたしました」

「……はて……それだけですかのぉ？」

　クルーガーの隣に並ぶロッドゥェルが、小さなつぶやきを漏らす。

「……どういう意味だ……？」

　声を低めて問うクルーガーに老人は笑みを浮かべたまま、

「いやいや。今まで殿下のまわりにはいなかったタイプですからな」

「──何が言いたい……？」

「いえ──別に」

　ロッドゥェルは、すました顔でそう答えた。




「……うぅぅむ……」

　小さな呻うめき声を上げ、かいばを敷しきつめただけの寝床の上で、エリは何度めかの寝返りをうった。

　あのあと──

　一同が、問題の村にたどり着けば、すでに竜人ギオラムの姿はなく、燃もえ上がる家々の間を、あわてふためく村人たちが、おろおろ走り回るばかり。

　全員で、なんとか炎ほのおを消し止めたのは、陽ひが山の端はに半なかば沈しずんだ頃ころのこと。

　今から町に帰るのは無理、ということになり、結局は、レックスの予想した通り、この村で一泊することになったのだが……

「……しかし……風流とゆーか何とゆーか……」

　夜空にかかる三み日か月づきを眺ながめて苦笑する彼女。

　彼女が、村の女たちといっしょに眠るこの家も、土の壁かべこそ残ってはいるものの、草ぶきの屋根は半ば以上が焼やけ落ちて、月と星空をかいま見せている。

　いつもはベッドで眠る彼女にとって、かいばの寝床はおせじにも寝心地のいいものとは言えなかった。

　寝返りひとつうつたびに、ガサガサやたらと音がするし、肌はだの出ているところはちくちくするし。

　しかしそれでもまだましな方で、たいていの家は、ほとんど完全に焼け崩くずれたり、あるいは消火の時に水びたしになったりで、とても中で寝られたものではない。それで結局男たちは、外で野の宿じゆく同然に眠っている。

　彼女がいまだ眠れないのは、寝床のせいだけではない。修学旅行などとはひと味もふた味も違うはじめての体験に、神経がややたかぶっているせいもある。

　それに何より──今はまだ、午後の九時にもなってはいない。今朝目を覚さましたのが朝八時。多少疲つかれているとはいうものの、そうそうあっさり眠れるものでもない。

「──あああっ！　眠れんっ！」

　小さくつぶやき、エリはその場に身を起こした。

　静かな寝息を立てている、ほかの人間を起こさぬように、足音を殺して出口へ向かう。

　ドアのかわりに垂たらされた布ぬのを押し上げて、彼女は夜風の中に出た。

　あたりには、あるいは毛布にくるまって、あるいは壁にもたれるように、男たちが眠っている。

　エリは、あたりをぶらり、ぶらりと歩きはじめた。

　村の端はしに、ちろりちろりと瞬またたく明かりは、見張りの焚たく、獣けものよけのかがり火だろう。

　草のかおりと、かすかなこげ臭くさいにおいとが、夜を満たす空気の中に混まじっていた。

　──都会あつちの夜って……あれ、ニセモノだったのね……

　ふと、そんなことを考える。

　彼女の知っている『夜』は、ネオンや街がい灯とう、ひとのつくり出した光に覆おおわれた、名ばかりの夜。

　しかし、ここには本物の夜がある。

　月が雲に隠かくれれば、あたりを照らすものなどなく、たとえではなく、伸のばした自分の手の先すらも見えなくなる。

　そして、決して誇こ張ちようではなしに、無数にきらめく夜空の星々。

「……『美しい』なんて表現、クサいと思ってたけど……たぶんあれって、これのためにある単語なんだろーな……」

　星空を見上げて思わずつぶやく彼女。

　その時──

「なにをらしくもないこと言ってやがる」

「ぬぉぇわっ!?」

　いきなり声をかけられて、あわてて後ろをふり向けば、月の明かりに照らされて、佇たたずむクルーガーの姿。

「……なっ……なによあんたはっ！　いきなり後ろからっ!?」

「なぁに、ちょっと、見張りの兵士たちの様子見に来たんだがな……見ると、この夜よ更ふけに、ひとりでふらふら歩いてる馬ば鹿かがいる。トイレでもなさそうだし、一体何だと思ってついて来てみりゃあ、お前がひとりでうわごと言ってた、ってわけだ」

「……や……やかましいわねっ！　関係ないでしょっ！」

　言って彼女は、近くの草の上に腰をおろし──

　あわててふたたび立ち上がる。

「……尻しりが濡ぬれたな……」

「やかましーって言ってるでしょーっ！」

　昼間の消火活動で、あたりが水だらけになっているのに気づかずに、つい腰を下ろしてしまったのだ。

　安物とはいえ、さすがに水を吸すいやすいスウェット・シャツだけあって、水はきっちり下着までしみている。

「ああああっ！　これもみぃぃんなあんたのせーよっ！」

「ムチャをゆーなっ！　ムチャをっ！」

「……しゃーない……かわくまで、しばらくうろうろしよ……」

　疲れた声でつぶやくエリ。もともとが日帰りのつもりである。替かえの下着など持ってきてはいない。多少キタナいが、ここはがまんするしかなかった。

「……しかし……まいったよなぁ……こりゃ……」

　クルーガーはぽつりとつぶやいた。

「竜人ギオラムたちのこと？」

「……ああ……」

　エリの問いかけに、クルーガーは小さくうなずいた。

　襲おそわれた村に、なぜか死者はなく、竜人ギオラムたちは家に火を放って去っただけだというのだが、その際さいに、こんなことを言ったという。

　──しばらく前、ここの近くで二人の竜人ギオラムが殺された。これはその報ほう復ふくなのだ──

「……あれってやっぱり……あたしたちのせい……なのかな？」

「いやぁ。あれはたぶん、単なる口実だろ」

「口実？」

「ああ。最近、俺おれたちは連中の基地襲っちゃあ、金やら武器やらをいただいてたりするからな。当然連中としちゃ面白くないだろ。だから、なんとか口実をつけてうっぷん晴らしをした──くらいのところだろ。早い話がやつあたりさ。

　……とはいっても、この村にも、確かに俺たちの仲間もいたからな。まるっきり見当ちがい、ってわけでもないか」

　言って鼻はなの先で笑う。

「……『俺』？」

　思わず首をかしげる彼女。

「ちょっと、クルーガー。あんたいつもは不ふ似に合あいに上品ぶって『私』なんて言ってるくせに、どうしたのよ？　いきなり『俺』なんて？」

　言われて彼は、鼻の頭を搔かきながら、

「……ああ……いやまあ……あれは……

　みんなの前じゃあ、俺も一応は『王子様』なわけで……ま、そんなことで、自分のことを『俺』なんて呼べねーわけだ」

「……なんか……ややこしーのね」

「まーな」

「それはそうと、ひょっとしたら、今回連中がここを襲ったのって、ゆさぶりのつもりじゃないの？」

「ゆさぶり？」

　今度はクルーガーが問い返す。

「そ。あちこちでいやがらせをして、『これは、お前たちの仲間がそもそも悪いんだ』って言いふらして、仲間うちでモメさせよう、っていう。

　こんなこと、あちこちで何回もくり返されたら、そのうち、わが身かわいさに、あなたたちのことを竜人ギオラムに密みつ告こくする人間だって出てくるでしょうし」
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「なるほど……お前、見かけとはうらはらに、少しは頭あるんだな」

「……ひょっとして……ケンカ売ってんの……？」

「いや。単なるイヤミだ。気にするな」

「…………」

「しかしまあ、心配はいらんだろう。たぶんこっちの方が早い」

「早い……って何が？」

「言ったろ。もうすぐ俺たちは、竜人ギオラムの結けつ界かいを形作る塔とうを攻める、って」

　静かな、しかしきっぱりとした口く調ちようでクルーガーは言った。

「近くの町や村に、そのための人員も伏ふせてある。それが一いつ斉せいに、塔に攻め込む手はずになっている。

　──あさってだ」

「あさって!?」

　思わず問い返すエリにクルーガーはうなずいて、

「そうだ。……明日は一いつ旦たん町に戻もどる。お前はもとの世界に戻れ」

「ちょっと！　そんなのって……」

「戻れ」

　クルーガーの口調に、今までと違うものを感じ取り、エリは思わずことばを失う。

「──勝てるだけの戦力は用意したつもりだ。しかし戦いなど、蓋ふたを開けてみるまではわからん。そんなものに、お前を巻まき込むわけにはいかん。

　もとの世界に戻っていろ」

「……まさか……死ぬ気じゃないでしょうね……」

　不安な声で問うエリに、クルーガーはしかし、笑顔を返し、

「心配するな。死ぬつもりで戦う、なんて殊しゆ勝しような人間じゃないからな。俺は。ことが終わったら、また、こっちに呼んでやるよ。

　──だから、その時は──」

「……その時は……？」

　一いつ瞬しゆん、エリの胸がざわめく。

　……こ……この展てん開かいってもしかしてっ……？

　彼女のそんな胸のうちを、知ってか知らずか、クルーガーはことばを続けた。

「その時は、また香辛料スパイスいっぱい持ってこいよ」

　……ここで葬ほうむったろか……こいつ……

　心の中で、彼女は小さくつぶやいたのだった。







　がっきん。

　だしぬけに荷車が止まり、エリはまともにつんのめった。

　翌日。

　朝早くに村を出発し、もとの町へと向かう路上でのことである。

「……あつつ……何なのよ……」

　目の前に積つまれた箱のカドで打った額ひたいを押さえつつ、彼女はあたりに目をやった。

　兵士たちが、ざわついている。

「……一体……」

　彼女のつぶやきが終わるより早く。

「行くぞっ！」

　クルーガーの声が響ひびき、隊はふたたび進みはじめる。

　以前にも増ましたスピードで。

　──うわ、うわわわわわわっ!?

　いっそう揺ゆれる荷車の上、エリはなんとかあたりのものにしがみつく。

　しばらく進むそのうちに、彼女は風の中に、おかしなにおいが混まじっていることに気がついた。

　たとえて言うなら、鉄を口にふくんだような……

　──血のにおい!?

　ぴくんっ、と小さく体が震ふるえた。

　風は、町の方から吹いて来ている。

　それが、クルーガーたちの足を急がせた原因だった。

　……まさか……

　町の姿が視し界かいの中で、徐じよ々じよに大きくなるにつれ、一同の抱いだくその不安も、だんだん大きくなってゆく。

　建物の壁かべが黒ずんで見えるのは気のせいか？

　いつもなら、行ぎよう商しよう人にんたちとすれ違ったりするはずなのに。

　そして──




　それが、思い過しでなかったことは、すぐにわかった。

　焼やけた壁。

　血のにおい。

　どこかで子供が泣いている。

　まるで壊こわれたおもちゃのように、あたりに転ころがる──

　エリはただ、ことばをなくして立ちつくしていた。

　映えい像ぞうでなら、見たことはある。

　スプラッタ映画など、わりと平気な性質たちだったし、戦争の記き録ろく映像なども、むごいとは思っても、それで気分が悪くなったことなど一度もない。

　しかし──

　目の前の現実は──

　よく、物語の中で、死体を見てもどす人間がいるが、今の今まで、単なるオーバーな表現だとエリは思っていた。

　だが違う。

　たまらないのは、むせかえるようなこのにおい。臭においで吐はき気けをもよおすというのが本当だと、彼女はこの時、はじめて知った。

「……だいじょうぶですか……？」

　道の端はたで、体を『く』の字に折って呻うめいていると、いつのまにやって来たのか、レックスが背中をさすってくれる。

「……あ……ぐぅっ……だ……だいじょーぶ……」

　震える唇くちびるをハンカチでぬぐい、エリはなんとか答えた。

「……これが……こちらの世界の『現実』です……」

「…………」

　レックスが、ぽつりと漏もらしたつぶやきに、答える術すべをエリは持たない。

「とにかく……町の様子を見てきます。あなたはここで、しばらく待っていてください」

　言われてエリは、こくり、と、おとなしくうなずいた。

　町に背を向け、荒れた大地に目をやって──

　それでも風の中に混じる、血のにおいはむろん消えない。

　──どれくらい、そうしていただろうか──

　ふと、背中に気け配はいを感じ、彼女は後ろを振り向いた。

　いつの間にやって来たのか、静かに佇たたずむレックスの姿。

「……どうしたの……レックス？」

　彼女に問われて、魔ま道どう士しは、しばしの沈ちん黙もくののち、ぽつりと言った。

「──すみません──」

「…………？」

「……帰してあげられなくなりました……もとの世界に……」




　部へ屋やは、ひどいありさまだった。

　おそらく火を放たれたのだろう。木の机や書類も焼けて、ケシズミと化し、壁と天てん井じようは炎ほのおであぶられ、煤すす色いろに染そまっていた。

　──ぺたんっ……

　思わず力を失なくし、エリはその場にへたり込む。

　床ゆかは、火を消した時の水でひたされていたが、彼女にとってはそんなこと、それこそどうでもいいことだった。

「……きのうの夜、竜人ギオラムたちが、いきなり攻め込んで来たそうです……」

　レックスは、生き残った町の人間から聞いた話を、ぽつり、ぽつりと語りはじめた。

　聞いているのかいないのか、エリはただ、黙だまったままでへたり込んでいる。

「……ここに残っていた兵士たちも、応戦はしたらしいのですが……なにしろ不意をつかれた上、敵の数も多く……

　この神殿にも踏ふみ込まれ、この隠かくし部屋を見つけられて……止める間もなく、火を放たれたそうです……

　……エリさん？」

　後ろから、かるく肩をゆさぶられ、エリはぼんやりとふり向いた。

「……あ……うん……だいじょーぶ……」

　唇は、なんとか笑えみの形を浮かべた。

　瞳ひとみに虚うつろの色を映したままで。

「……転移の宝珠オーブが無事だったら、なんとでもなったんですけど……」

　言ってレックスは、召しよう喚かんの台座の四方に据すえ置かれた、宝珠オーブだったものに視し線せんを移す。

　かつては虹にじの輝きを誇ほこっていたそれも、炎にあぶられ、黒くすすけてひびが入っていた。うちのひとつなど、完全に二つに割れている。

「……けれど！　材料と時間さえあれば、宝珠オーブをつくりなおすことはできます！」

「……時間……って……どれくらい……？」

　抑よく揚ようのない口調で問いかけるエリに、しばし言いよどむレックス。

　その沈黙が、答えになった。

　おそらくは──数カ月から──へたをすれば年単位の時間が要いるのだろう。

　あきらめにも似た、小さな笑みを漏もらすエリ。

　どう声をかけてよいのかわからずに、レックスがしばし立ち尽つくすうち──

「レックス様！」

　隠し部屋へと降りて来た、一人の兵士がこの場の空気を破ってくれた。

「……どうしました？」

「クルーガー様がお呼びです。明日の要よう塞さい攻めのことで」

「わかりました。すぐ行きます」

　彼はひとつうなずくと、ふたたびエリの肩を、ぽんっ、と叩き、

「──とにかく……どこか上の部屋で休んでいてください。

　──はっきりしたことはまだ言えませんが──あるいは、なんとかなるかもしれません」




「無茶ですっ！」

　どんっ！　とテーブルを叩たたいて、バイザー親しん衛えい隊長は言う。

「今回の襲しゆう撃げきで、かなりの兵が死し傷しようしています！　勝てない、とは言いませんが、ここはしばし時を置き、もうすこし兵力の充じゆう実じつを計はかってからの方が得とく策さくかと」

　しかし、クルーガーは首を横に振り、

「──いや、戦やる」

「殿下!?」

「戦やらねばならん。──考えてもみろ。兵はこの町からだけではなく、他の村や町からも出る。あるいは遠くの町の部隊などは、もう出ているかもしれん。今さらやめる、などと言ったところで、それを他の部隊に伝えることはできん」

「……し……しかし、この状態で戦って、殿下に万一のことでもあっては……殿下さえご無事なら、軍の再さい興こうなどどのようにでも……」

「兵士を見捨てる王になどはなりたくない」

　言いつのるバイザーのことばを遮さえぎって、彼はきっぱり言い放つ。

「それに竜人ギオラムたちは、おそらく我々の本隊を叩いたつもりになっているだろう。その油ゆ断だんをついて、要よう塞さいに突入できるかどうか。そこが勝負の分かれ目だ。

　一いつ旦たん建物の中に入れば、竜人ギオラムの『空を飛べる』利点は殺せる。

　決して、勝てない戦いではない」

「……し……しかし……」

「怖こわいのか？　バイザー？」

「と……とんでもありませんっ！」

「ならば戦う。これは命令だ。わかったな」

「……は……はあ……」

　言い切られ、しかたなく口を閉とざすバイザー。

「そうと決まれば──ひとつだけ、私からお願いがあるのですが……」

　口を開ひらいたのはレックスだった。

「……何だ!?　いきなり横から？」

　やつあたり、とばかりに声を上げるバイザー。

　いつものレックスならば、ひるんで声のトーンを落すところだが、彼は正面からバイザーを見つめ、

「あなたではありません。バイザー殿。これは王子へのお願いです」

　きっぱり言われ、思わず絶ぜつ句くするバイザー。

　──ほぉう。少し変わったかな。

　そんなレックスの様子に、ロッドゥェルは、心の中でつぶやいた。

　──あの娘が来てから……か。

　レックスはことばを続けた。

「この戦いに勝ったら──あの塔とうにあるはずの、転てん移いの宝珠オーブを手に入れていただきたい」




「──エリさん？」

　名前を呼ばれ、彼女はようやく我に返る。

　神殿の、わりと被害のすくない、とある一室。

　いつの間にやって来たのか、そこにはレックスが立っていた。

「──あ……もう終わったの……？　会議……」

「ええ。それでですね、ひょっとしたら、なんとかなるかもしれませんよ」

「……なんとか……なる……って……？」

「転移の宝珠オーブ、ですよ。確実な話──というわけではありませんが」

「え──？」

　思わずいすから腰を浮かし、身を乗り出すエリに、レックスはひとつうなずくと、

「竜人ギオラムたち、あの塔を建てる時、人間を捕つかまえて労働力にしてたんですよ。……その時働いてた人たちの大半は、今も奴ど隷れい扱いされたり、死んだりしていますけど……

　竜人ギオラムの手を逃れた生き残りもいるんですよ。

　そういった人たちに、塔の間取りなんかを聞いたんですが……

　そのうちのひとりが、塔の最上階に、紫むらさきの宝珠オーブと虹にじ色いろの宝珠オーブを置いた、って言ってるんです」

「それが……」

「そう。紫の宝珠オーブは増幅の宝珠オーブ。そして虹色の宝珠オーブは──おそらく、転移の宝珠オーブです」

「けど……なんだってそんなものが？」

　彼女の問いに、レックスはしばし考えて、

「聞けば、あの塔にあって結けつ界かいを維い持じしているのは、竜人ギオラムの中でもかなり高位の術じゆつ者しや。当然地位も高いはず。

　ですから、察さつするに、非常時の脱出か何かに使うつもりでしょう。

　とにかく──

　もし、この話が本当なら、この戦いに勝てば、宝珠オーブも手に入るでしょう。

　そうすれば──

　あなたを、もとの世界に返してあげることもできます」

「……ほんとうに……？」

　不安げな顔でつぶやくエリに、レックスは、力強くうなずいてみせた。

「ええ──だから、安心して、待っていてください」

「……わかった……」

　ようやくエリは、かすかな笑えみを浮かべてうなずいた。




「──征ゆくぞっ！」

　うおぅっ！

　クルーガーの号令一下、兵士たちはときの声を上げた。

　馬に乗っているのは、クルーガーをはじめ、十人程度。まわりをとりまく兵士の数も、予定の半分もないだろう。

　しかし──それでも彼らは進む。

　──何のために？

　クルーガーやレックスたちの後ろ姿を見送りながら、エリはふと、そんなことを考えた。

　国のため、人間ひとのため──

　そんなことばは、彼女にとっては単なるおためごかしでしかない。

　しかし、彼らはゆく。

　その理由わけが彼女にはわからない。

　通りのあちこちから、生き残った町の人々が、クルーガーたちの隊列に視線を注いでいる。

　その時──

「──どうしてくれるんだっ!?　このありさまをっ!?」

　声を上げたのは、腕うでと頭に包帯を巻いた、ひとりの男だった。

　通りの端はしから、クルーガーたちに向かって叫さけぶ。

「あんたらが……あんたらがいたせいで、竜人ギオラムたちはここを襲おそったんだっ！　あんたらのせいで、町はこんなになっちまったんだっ！」

　ざわり。

　男のことばにざわめく人々。

「……そうだ……」

　ぽつり、と誰だれかがつぶやいた。

「あんたたちがいなけりゃ、こんなことにはならなかったんだっ！」

　別の誰かも声を上げる。

「家も焼かれちまった！」

「父さんも母さんも……！」

「オレの……オレの女によう房ぼうが……！」

　堰せきを切ったように、人々は口々にわめきはじめる。

　訴うつたえでもない。苦情でもない。

　悲しみのどよめきが町を満たした。

　──エリにはわからない。

　なぜ、町の人たちがこんな目に遭あわなければならないのか。

　なぜ、クルーガーやレックスたちが責められなければならないのか。

　彼女にできるのは、ただ呆ぼう然ぜんと立ちつくすことのみ。

　エリは知った。

　自分は、ただの異い邦ほう人じんにしかすぎないことを。

　人々の声はなおも高まり──

「ならば問う！」

　凜りんたる声に、一いつ瞬しゆんざわめきが静まる。

　声を上げたのは馬上のひとり──ロッドゥェル老将軍だった。

　老人は、よく通る声でことばをつづける。

「わしらは立ち上がらぬ方がよかったのか!?　以前のように、竜人ギオラムの奴ど隷れい狩がりにおびえ、なげき暮くらしておった方がよかったのかな!?」

　……ざわり……

　集まった人々の声に、小さな動どう揺ようの波が起こった。

「『あのまま竜人ギオラムをのさばらせておくのか』『かりにも王子ならなんとかしてみせろ』──たとえ陰かげででも、そんなことを言ったおぼえはないかの？」

　老人が、静かな視線を向けたその先で、数人があわてて目を伏ふせる。

「──おれたちのために戦ってる、とでも言いたいのか!?」

　誰かが上げたその声に、しかし老人は、あっさりと首を横に振ふり、

「とんでもない。わしゃただ、自分のために戦っとるだけじゃ」

　ロッドゥェルのことばに、ざわめきはさらに大きくなる。

「わしももう年じゃ。年じゃが、できればベッドの上で静かにくたばりたいもんよ。誰も、お国だの他人ひとさまのためだので、竜人ギオラムに斬きられて死にとうなんぞない。死にとうはないが──他人は何もしてくれんかった、と恨うらみながらベッドの上で死ぬよりも、自分の力及ばぬことを知って、戦いの中でくたばる方が、まだいくぶんかはましなような気がするからじゃよ」

　……し……ん……

　沈ちん黙もくの中、すこし照れたかのように頭をかきながら、

「……それに、竜人ギオラムどもに捕つかまった孫が、まだ帰ってきとらんからな……」

「──俺おれの弟もだよ……じいさん……」

　一人の男が、言って一歩、前に出た。

「俺が憎にくんでるのはあんたらじゃねえ。竜人ギオラムだ。

　──いっしょに戦わせてくれ」

　男のことばに、ロッドゥェルはクルーガーに視線を送る。

　クルーガーは、ゆっくりと首を左右に振ふり、

「──いや。力があるのなら、今は町の復興に使ってくれ。

　もしも──」

　一いつ瞬しゆん、彼は言いよどみ、

「──もしも、我々が帰って来なかったその時は──頼たのむ」

　クルーガーのことばに、男はただ、黙だまってうなずいた。

　そして──

　一行は、ふたたび歩み出したのだった。

「──しかし、たいした扇動者アジテーターぶりですな。将軍」

　ロッドゥェルの横に馬を寄せ、ささやいたのはバイザー親しん衛えい隊長だった。

「なんのことかな？」

「おとぼけを……お孫がおられる、などという話、聞いたこともありませんぞ」

「ふむ……」

　めずらしく、ロッドゥェルは、しばし困った表情を浮うかべ、

「……バイザー殿、おぬしはなんのために戦っておられる？」

「わかりません」

　話をすり替えられたことを気にする風でもなく、バイザーは、小さく肩かたをすくめて答える。

「私は武骨者ですからな。わからないからこそ、戦ってるのでしょう」

「……わかっておるではないか」

　老人は言って、小さく笑みを浮かべた。




「……っくはぁっ」

　カップになみなみと注いだ酒を、ファーダルグは一気に飲み干した。

　一応、祝い酒、というやつである。

　彼の立てた計画は、もののみごとに人間のゲリラたちをいぶり出したのだ。

　ゲリラたちは、あちこちの村や町に潜せん伏ぷくしているはず。へりくつをこねて、適当な村や町を襲おそえば、必ず動く。

　そう踏ふんで、『仲間が殺された報復』などと称して、手近にある人間の村を焼いたのだ。

　思った通り、あわてて村を飛び出した男がひとり。

　空から男を尾つけてみれば、思った通り。

　男のかけ込んだ町から、ややあって、ゲリラたちがのこのこ出しゆつ撃げきしてきた、というわけである。

　あとは、戦力が分散したところで、おそらくは、本隊がいるであろう町の方を奇き襲しゆうし、壊かい滅めつさせた。

　それが、ついきのうのことである。

　たった今、その報告書を書き上げて、白輝帝ライラ・ギオラムのもとへ送らせたところである。

　もし報酬が望めるなら、彼は転属を願うつもりでいた。

　彼が人間たちと戦ったのはこれで二度。

　一度目は、人間の城を陥とした時。部隊を率いて、人間の兵士たちを分断するのがその時の役目。

　そして昨日の夜。彼自身もまた、わざわざ討伐軍に加わったのだが──

　二度とも相手の不意をついたとはいえ、あまりにも手応えがなさすぎた。

　上空から、地面をうろつきまわる人間に、あるいは攻撃魔法を降らせ、あるいは急降下して斬り倒す。

　あれでは戦いではなくただの殺さつ戮りくである。いくらそれで彼の手柄になるとはいえ、軍人としての充実感はない。

　これなら、以前のように本国で、竜人ギオラムのゲリラを相手に戦っていた方がずっといい。

　兵士たちは、これで人間どもの鼻をあかした、と、浮かれているようだったが。

「……ま……いずれにしろ今夜は、祝いのパーティでも開いてやるか……」

　気のない声でつぶやいて、彼は二杯目をあけた。




　そして──夜が明けた。

　しめり気を含ふくんで吹く風が、草原に白い朝を運ぶ。

　濃こい朝もやのその中に、クルーガーたちはいた。

　馬は遠くの岩山に隠かくし、いまは全員、草の中に身を伏ふせている。

　大軍団、などとはおせじにも言えないが、これが、今の彼らのせいいっぱい。

　竜人ギオラムたちに発見され、潰つぶされたアジトもあった。

　レジスタンスから抜ぬけていった者たちも、決して少なくはない。

　──おそらく勝てる──

　エリにはあんなことを言ったが、正直、クルーガーには自信はなかった。

　しかしそれでも──戦わなければならないのだ。彼自身がそう言ったように。

　今はまだ、竜人ギオラムたちに気づかれた様子はない。

　クルーガーは、右手を上にふり上げて──

「ゆくぞ」

　言って、もやのむこうにかすむ影を指さした。

　ざざざわっ

　そして、彼らは動き出す。

　竜人ギオラムの塔とうを目ざして。




　夜が明けた。

　いつもとかわらぬ鳥の声が、荒れ果てた町に朝を告げる。

　人の姿もほとんど見えない通りを、エリはひとり、歩いていた。

　別に目的があるわけではない。目が覚めてしまっただけのこと。

　昨夜も、なかなか寝つけなかった。

　原因はふたつ。

　ひとつは彼女自身の気持ち。

　クラスメートや友人たち、そして、いつもはうっとうしさしか感じない母親の顔さえ、むしょうになつかしく思えて。

　あれほど逃げ出したがっていた、ごみごみとしたあの世界。それでもやはり彼女は、あの世界の人間だったのだ。

　──もし、このまま帰れなければ──

　考えないようにしてみても、締めつけるような心細さは消えることなくわだかまる。

　そしてもうひとつは、戦いに向かって行ったクルーガーたちのこと。

　──自分のためにこそ──

　──もし、帰ってこなければ──

　きのう、別れぎわにロッドゥェルやクルーガーの残したことばが、今でも耳の奥おくに残っている。

　それに何より──

　消えないのだ。よくない予感が。

　はじめは、単なる不安だと思っていた。

　しかし違ちがう。

　どこがどう違う、と、問われれば、答える術すべはエリにはない。理屈、ではなく、カンである。

　そのカンは、彼女にこうも告げていた。

　──行かなければならない──と。

　むろん、エリにもわかっている。自分が戦場に行ったところで、役に立たないどころか、足手まといにしかならない、などということは。

　しかしそれでも──

　彼女のカンだか本能だかは、ずっとささやき続けている。

　みんなのもとへ急げ、と。

　どうすればいいのかエリにはわからない。

　見つかるはずもない答えを探すかのように、彼女はひとり、朝の町をさまよい歩く。

　と。その時。

「……あれ……？」

　つぶやいて、エリはあたりを見回した。

　確かに今、もやの向こうから聞こえたのだ。

　馬のいななきが。

　こちらの世界ではむろん、そう珍めずらしいことでもないが、なんとはなしに、エリはそちらに向かって歩みを進めていた。

　しばらく行くうち──

「どうっ。どうっ」

　もやの中から姿を見せたのは、一頭の馬をつれたひとりの男。

　その顔に、エリは見覚えがあった。

　──いっしょに戦わせてくれ──

　きのう、出しゆつ撃げきするクルーガーたちにそう言った、あの男である。

　馬の背には、一本の剣がくくりつけてある。

「──行くの？」

　思わず声をかけていた。

　男ははじめて、彼女に気づき、

「──あんた、確か……別の世界から来たとかいう……」

　エリは小さくうなずいた。

　男は口の端はに、小さな笑みを浮うかべ、

「……ああ。やっぱり俺おれも行くことにしたよ」

　なぜかは自分でもわからない。

　しかし──

「連れて行って。あたしも」

　ことばは、勝手に口を突ついて出た。




　ががぅんっ！




　轟ごう音おんと、砂さ塵じんをあたりにまき散らし、石いし壁かべが、はじけるように砕くだけ落ちる。

　先をとがらせた丸太の下に車輪をつけた破は城じよう槌ついの一いち撃げきが、要よう塞さいの壁を打ち砕いたのだ。

『ぅうぉぉぉぉぉうっ！』

　ときの声を上げながら、要塞の中になだれ込む兵士たち。

「なんだぁっ!?」

「敵てき襲しゆうっ！　敵襲だっ！」

　あわてふためく竜人ギオラムたちが、建物の奥おく──塔の方に向かって駆かけてゆく。

　剣を手に、かかってくる竜人ギオラムもいたが、なにしろ数が違ちがいすぎる。剣を二、三度合わせる間もなく切り倒たおされる。

　クルーガーは、壁の内側に入り込み、ざっとあたりを見回した。

　天てん井じようを支える柱以外にはなにもない、だだっ広い場所。近くに柵さくでかこわれて、かなりの数の馬がいる。

　奥にはやはり石の壁。そちらが要よう塞さいの本当の壁である。

　つまりこのあたり、人間の城なら中庭にあたるところなのだ。

　ただし違ちがうのは、全面に屋根がついていること。

　人間の城が、人間の攻こう撃げきを防ぐように造られているのと同じように、竜人ギオラムの要よう塞さいもまた、竜人ギオラムの攻撃を防ぐように造られている。

　見たところ、要塞のつくりは、あらかじめ仕入れた情報の通り。

　ならば、予定通りの作戦を展開するのみ。

「ロッドゥェル」

　クルーガーのことばに、老将軍はうなずいて、

「馬を放て！　火をかけろ！　手はず通りに動け！」

『おうっ！』

　声を残して散る兵士たち。

「我々も行くぞっ！」

　言ってクルーガーはかけ出した。

　要塞の奥おくに向かって。




「ばかなっ!?」

　ファーダルグは思わず声を上げていた。

「人間どもが攻めて来ただと!?　ばかな！　ゲリラどもは倒たおしたはずだっ！」

　腰こしに剣をたずさえて、長い廊ろう下かを行きながら、彼は不ふ機き嫌げんにわめき散らす。

　どこの部隊ともわからぬ兵士たちが、ばたばたとあたりを行き交かっていた。

「……し……しかし事実……」

「そんなことはわかっているっ！」

　やつあたりの一いつ喝かつを食って、伝令兵は、小さく肩かたをすくませた。

「部隊長たちは!?」

「あちこちで防戦しているようで……不意を討うたれて、ほとんどは連れん絡らくが取れません」

「……くそっ！　見張りの兵どもは何をしていた!?」

「霧きりのせいで、発見が遅おくれたのではないかと……」

「……くそっ……」

　ふたたびつぶやくファーダルグ。

「……ベヅァー様には、脱だつ出しゆつを……？」

「馬ば鹿かかっ!?　お前はっ！」

　おそるおそる問う伝令兵を、ふたたび一喝するファーダルグ。

「うす汚ぎたない人間どもなど、このファーダルグが一いつ掃そうしてみせる！　下がさわがしいが、すぐ終わるのでご安心ください、とでも伝えてこいっ！」

「……は……はあ……」

「早く行けぃっ！」

「はいぃっ！」

　はじかれたようにかけてゆく伝令兵。

「……全く……」

　なおも口の中で小さくぶつぶつつぶやきながら、やがて彼は、一枚の扉とびらの前にたどり着く。

　扉を開ければ、すでにそこには、武装した、十数人の竜人ギオラム兵。

　ファーダルグの直属部隊である。

　一同の顔をざっと見み渡わたして、彼は声をはり上げた。

「蹴け散ちらすぞっ！　人間どもをっ！」

『ぅおうっ！』

　──竜人ギオラムの反はん撃げきがはじまった。




　馬がいななく。炎ほのおが天てん井じようを嘗なめる。

　悲鳴と怒ど号ごう。呻うめき声。

　それが竜人ギオラムのものなのか、あるいは人間のものなのか、むろん誰だれにもわからない。

　細い通路を進む、人間の兵士たち。そのゆく手に、やおら姿を現した竜人ギオラム兵が、鉄槍ランスを片手に突とつ進しんする！

　逃のがれる手段はむろんない。

　血と悲鳴とが、あたりを彩いろどった。

　一方で、竜人ギオラムたちの立てこもる部へ屋や。

　誰かが油の壷つぼと火種をほうり込む！

　悲鳴と炎がまき起こった。

　全身に火の衣を纏まとい、まろび出てきた竜人ギオラムを、無数の剣が切り刻む。

　戦いは、混戦の模様を呈ていしてきた。

「叩け！　一気に攻めろっ！」

　大きく声を上げながら、レックスは、とびかかってきた竜人ギオラム兵に剣をふるう。

　空中に飛んで逃れた竜人ギオラム兵を、まわりにいた兵士たちの槍やりが天井に縫ぬいつける。

　クルーガーは焦あせっていた。

　戦せん況きようは有利に動いている。

　ただし、今のところは。

　屋根のあるこの要よう塞さい内では、竜人ギオラムの飛行能力も、十分に活いかすことはできない。

　とはいえ、それでようやく、条件は五分に近くなった、というだけのこと。

　数ではどうやら、こちらの方が勝まさってはいるようだが、竜人ギオラムには魔ま術じゆつがある。

　そのあたりにいる雑ぞう兵ひようたちですら、小さな魔ま力りよく弾だんくらいなら、あっさりと生み出し、撃うってくる。

　盾たてなどでも防げる程度のシロモノで、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよく、というのはないのだが、それでも相手を戦せん闘とう不ふ能のうにできる程度の力はある。

　こちらにも一応、魔ま道どう士しと呼べる者はいくらか連れて来てはいるが、数の上でも質の上でも、とても十分とは言えない。

　クルーガーたちの最たる利点は、すなわち、敵が混乱していること。

　要塞に屋根があるせいで、人間の城のように、高い場所から見下ろして、戦局を見る、ということができない。伝令兵によってのみ、戦せん況きようを見て取り、命令を伝えることができるのだ。

　となれば当然、あらかじめ作戦の打ち合わせをしておいたクルーガーたちの方はともかく、竜人ギオラムたちの命令系統は、ほぼ完全に麻ま痺ひしている。

　だからこそ、今は有利に戦いも運んでいるが、時間が経たてば、いずれ竜人ギオラムたちの命令系統も復活する。

　そうなる前に、勝負をつけなければならない。

「進めっ！　目ざすは塔とうの中ちゆう枢すう部ぶだっ！」

　クルーガーは、ふたたび声をはり上げた。




　オレンジ色の明りがまたたく。

　炎におびえ、馬がいななき、あたりかまわず駆けまわる。

「……人間どもめ……やってくれるわ……」

　煙のにおいのたち込める通路を行きながら、ファーダルグは小さくつぶやいた。

　どうやら要塞に突入してきた人間たちは、厩きゆう舎しやの馬を解き放ち、あちこちに火を放ったようである。

　むろん、彼ら竜人ギオラムたちを混乱させるのが目的だろう。

　今のところ、その作戦は十分に効いている。

　しかしファーダルグは、それをたいして気にもしていなかった。

　──まあいい。どうせ相手は人間ごとき。この程度のハンデはくれてやってもかまわんだろう。

　やがてしばらく進むうち、煙の向こうにうごめく影。

　ファーダルグのカンは、それを敵だと告げていた。

「誰かいるのか!?」

　わざと大声で呼ばわるのに、帰って来たのは、殺気と、呪文を唱える声。

　──やはり。

「ゆくぞっ！」

　叫んでかけ出すファーダルグ。むろん部下たちもついて来る。

　影との間合いが一気に詰まる。思った通りそれは、人間たちの一部隊。数はファーダルグたちよりやや多い。中央にいる、中年の男だけが、ひとり、武器を持ってはいない。おそらくあれが、人間の魔道士だろう。

　瞬間、魔道士の正面に、まばゆい光の球が生まれた。

　同時にそれは、ファーダルグたち竜人ギオラム目がけて突っ込んで来る！

　だがしかし、この時すでに、ファーダルグもまた呪文を唱え終えている！

　るぅぉんっ！

　ファーダルグが吠ほえる！

　同時に、生まれた魔力の壁が、人間の魔道士が生んだ光の球をはじき散らす！

「なかなかの魔術だ！」

　ファーダルグは笑いながら言う。

「ただし！　人間にしては、の話だがなっ！　しょせんはっ！」

　同時に彼は、人間たちのまっただ中に斬り込んだ！

　まず、魔道士をかばおうとした、兵士の首が宙に舞う。

　その体が崩れ落ちるより早く、ファーダルグの剣は、人間の魔道士を二つに斬り裂いた。

　人間たちが浮き足立ったその瞬間、彼の部下たちが一斉に躍りかかる。

　──戦いは、それほど長くは続かなかった。

「……ふん」

　剣をひと振りして血をはじく。

　今の一戦で、部下をふたり失ったが、こちらの被害はそれだけである。

「……やはりしょせんはこんなものか……多少の混乱など、ハンデにもならんわ……」

　つぶやくファーダルグの耳に、悲鳴が届いた。

　それも──近い。

「次だっ！」

　部下たちに叫んで彼は駆け出した。

「冷冥召喚陣ク・ルセル・グ・フア！」

　レックスの放った冷気の術が、竜人ギオラムの一団を直ちよく撃げきした。

『がぁっ!?』

　悲鳴を上げてうずくまる竜人ギオラムたち。

　冷気にやられ、目に見えて動きの鈍にぶった彼らに、兵士たちがとどめをさす。

　瞬しゆん間かん──

　飛来した無数の光球が、その兵士たちをうち倒たおす！

　竜人ギオラムの後続部隊である。

　距きよ離りを置き、ふたたび呪じゆ文もんを唱となえはじめる彼ら。

　それに応えるかのように、レックスも呪文を唱えはじめる。

　ふたたび無数の光球を放つ竜人ギオラム部隊。

「聖魔霊皇壁ヴア・ゼ・ム・ドウラ！」

　レックスの作った魔力の壁が、それらのすべてをはじき散らす！

　動どう揺ようする竜人ギオラム部隊。すかさず斬きり込む兵士たち。

　その時。

「くぉっ！」

　一体どこに潜ひそんでいたのか、ひとりの竜人ギオラムがおたけびを上げて、レックス目がけて斬りかかる！

　ざんっ！

　銀光がはしる。血がしぶく。

　すんでのところで、竜人ギオラムを、一刀のもとに斬り伏せたのは、親しん衛えい隊長のバイザーだった。

「ありがとうございます」

「礼を言うひまがあったら、呪文でも唱えていただけますかな!?」

　無愛想にそう言ったあと、口の端はしをかすかにつり上げて、

「……しかし、なかなかやりますな、レックス殿。少し見直しましたぞ」

　全部言い終らないそのうちに、もうバイザーは、次の敵を目ざしてかけ出している。

　確かに変わった。

　レックスは、自分でもそう思っている。

　なぜかは、彼にもわからない。

　以前なら、戦場の端にいてさえも、ひざのふるえが止まらなかったというのに。

　今はこうして、クルーガーやロッドゥェル、バイザーたちといっしょに、戦場のどまん中にいる。今はかなり広い場所に出ているが、要よう塞さいのかなり奥おくの部分──塔の間近のはずである。

　あの時──

　エリやクルーガーといっしょに、丘の上で竜人ギオラムと戦った時からだろうか。なんとはなしにふっ切れたのは。

「裂斬弾ヴイン・ザ・ゴウ！」

　レックスの術が、数人の竜人ギオラムをなぎ倒す。

「──あまり飛ばしすぎぬようにな。レックス殿！」

　こんどはロッドゥェルが声をかけてくる。

「魔ま力りよくはまだ、温存しておいてもらわなければの！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　まだ戦やれます！」

　自信たっぷりに言い切ってから、自分で自分のことばにおどろく。

　そしてまた、彼は呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「牙王滅殺ジヤ・ル・ド・ヴイン！」

　魔力の生んだ黒い矢が、竜人ギオラムたちに向かって降りそそぐ！

　しかしその瞬間！

　ぎうんっ！

　にぶく小さな音を立て、魔力の矢はことごとく砕くだけ散る！

「……なっ!?」

　レックスはあわてて左を向く。彼の術を破った魔力は、そちらの方から発動した。

　煙けむりと炎ほのおのゆらめきの中、そこには十数人の、竜人ギオラム兵の姿があった。

「──そこまでだ。人間ども」

　中のひとり──青黒い肌はだの竜人ギオラムが、ゆらり、と一歩、前に出る。

「そこから先には行かせん──このファーダルグがな……」




　だしぬけに馬が止まった。

「うびっ!?」

　いきおいあまってつんのめり、エリは男の背中に顔を押しつける。

「──着いたの？」

「いや──塔が見えた」

　男のことばに、彼女は馬からとび降りた。

　すでに朝もやは晴れて、草原を、朝の光が照らし出している。

　なごやかとすら言える風景にそぐわないもの──それは、風に混じった煙のにおいと、彼方かなたに見える竜人ギオラムの塔。

　まだかなりの距離があったが、それでも、塔からうっすらと、煙が立ち上っているのが見て取れる。

「──行くぞ」

「うんっ！」

　エリは男の手を借りて、ふたたび馬の背にまたがった。




「……ほぉう……」

　おもしろそうにつぶやいて、一歩踏み出したのはロッドゥェル。

「おぬし、竜人ギオラムの隊長か将軍か……いずれにしろ、かなりの使い手じゃな？」

「あいにくと、馬鹿話をしているひまはなくてな」

　ファーダルグの答えに、ロッドゥェルは満足げな顔でうなずくと、

「クルーガー殿」

　後ろをふり向きもせずに、

「レックス殿やバイザー殿といっしょに先に行ってくだされ。ここはこのおいぼれがなんとかします」

「なにぃっ!?」

　驚きの声を上げたのはファーダルグ。

　しかし、クルーガーたちは冷淡なもので、

「──わかった」

　などとひとことだけ残し、さっさと進撃を再開する。

「……冷たいのぉ。最近の若いもんは……お義理にでも『あんたを残してなど行けん』くらいは言ってほしいもんじゃが……」

　やや憮ぶ然ぜんとつぶやくロッドゥェル。

「ふん。見捨てられたな。じいさん」

　言って小さく笑うファーダルグ。

「まあな……しかしおぬし、なぜ追わん？　……もっとも、追ってもらうと困るのはわしの方じゃが……」

「命を捨ててまで、仲間のために時間をかせぐ……きさまのその心意気に免じて、な。しかし……」

　ファーダルグのことばも終わらぬそのうちに、いきなり大きな声を上げ、笑いはじめるロッドゥェル。

「──なっ……何がおかしいっ!?」

「……いやいや……おぬしが、あんまりなかん違いをしておるもんでの……このわしが、そんな殊勝なじじいに見えるかの？」

　言ってふたたび笑い出す。

「……何を言いたいのか知らんが……」

　憮然とつぶやくファーダルグ。

「これ以上は、時間はやれん──行くぞ」

　ことばと同時に動き出す竜人ギオラム兵たち。

　その瞬間──

　ぞんっ！

　にぶくしめった音を立て、ひとりの竜人ギオラム兵が床にころがる。

　ロッドゥェルの一撃は、竜人ギオラムを、縦に二つに裂いていた。

　それがどれほどの技量を要するものなのか、むろん言うまでもないだろう。

　意表を突かれ、一瞬硬直する竜人ギオラム兵たち。

　そのスキをむろん逃がすはずもなく、ロッドゥェルの剣が次のひとりを屠ほふる。

「こっ……こいつっ!?」

　ようやく竜人ギオラムたちが我に返ったその時には、ロッドゥェルは、三人目に向かっている。

「ちぃっ！」

　それでもなんとかその兵士は、自分の剣でその一撃を受ける──いや、受けようとした。

　ぎずっ！

　しかしロッドゥェルの剣は、受けに来た剣の刃やいばごと、竜人ギオラムの体を薙なぎ斬きった！

　つづいて四人目！

　だがしかし！

　ぎぎぅんっ！

　耳ざわりな音を立て、ロッドゥェルの剣はようやく動きを止める。

　止めたのは、ファーダルグの剣だった。

「……魔法剣か」

「……あ……ばれたかの……お前さんも使うようじゃが……」

　竜人ギオラムのことばにロッドゥェルはとぼけた笑みを浮かべ、剣を離して飛び退る。

　自分の剣に魔力を込めて、切れ味を強化する術で、シロウトの振るなまくら剣でも、細い木くらいならあっさり切れるようになる。

「……失礼したな……じいさん……正直見くびっていたよ」

　言いながら、じわり、と慎重に間合いを取るファーダルグ。

　ようやく彼は知ったのだった。クルーガーたちはロッドゥェルを見捨てたのではなく、信頼してこの場を任せたのだ、ということを。

「お前たちは先に行けっ！　行って人間どもを倒せっ！」

　ファーダルグの命令に、一瞬のためらいを見せたのち、一斉にかけ出す竜人ギオラム兵たち。

　クルーガーたちのあとを追って。

　しかしロッドゥェルは動かない。

「……止めんのか？　じいさん」

「なぁに。さっき、皆を見逃してくれたおかえしじゃよ。それに……」

　老人は、口の端に小さな笑みを浮かべ、

「さすがのわしも、おぬしに背を向けたくはないしな……」

「なるほど……」

　言ってファーダルグも笑う。

「さて……ならばそろそろ……はじめるか」




　だむっ！

　兵士がドアを蹴けり破る。

　ざぁっ！

　同時に数発の魔力弾が、扉とびらを開けた兵士をはじき飛ばす。

　その瞬間。後続の兵士たちが部屋へとなだれ込んだ。

　そして──人と竜人ギオラムとの、血みどろの戦いがここでもはじまった。

　竜人ギオラムの塔。

　クルーガーたちの一行は、ようやくその内部にたどり着いていた。

　しかし、ここまで来て、思うようには進めない。

　まさかここまで攻め込まれるとは思ってもいなかったのか、守護する竜人ギオラムたちの数はそれほどでもない。罠わながあるというわけでもない。

　ただ──部屋がやたらと多いのだ。

　いくつかの部屋を突破して、はじめて次の階への階段へたどり着ける。

　竜人ギオラム兵のいなかった部屋もあるが、待ち伏せている部屋もむろんある。うかつに進めば、いたずらに、兵士たちの被害が大きくなるだけ。それだけはなんとしてでも避けたかった。

「次の階だっ！　ゆくぞっ！」

　クルーガーが声を上げる。

　その時。

「ぐあっ！」

「がああああっ!?」

　たて続けに起きた悲鳴とともに、後方の兵士が数人、倒れ伏す。

　ファーダルグの部下たちが今、やっと追いついたのだ。

「はさみうちに気をつけろっ！　なんとしてでも突破しろっ！」




　──要よう塞さいの外には誰だれもいなかった。

　人も、竜人ギオラムも。

　しかし風は、まちがいなく、要塞の中のざわめきとにおいを運んで来る。

　すぐそば、というわけでもないが、要塞の壁に開いた大穴が見て取れる、そんな場所だった。

　ここまで来て、エリはためらっていた。

　いきおいと、その場のノリでここまでついては来たものの、やはりいざ、戦場を目の前にすると、足が、体がいうことを聞かない。

　──こんなところに来て、一体何ができるのか。一体何をするつもりなのか。

　あの疑問が、ふたたび頭をもたげてくる。

　しかし、これだけは変わらなかった。

　行かなければならない、という予感だけは。

「あんたはここで待ってろ」

　エリをここまで連れてきた男は彼女に言う。

　馬の背から外した剣を片手に持って。

「おれがまず、行って様子を見てくる」

　彼女は小さくうなずいた。

「すぐに戻って来るからな！」

　言い残し、男は向かう。

　竜人ギオラムの要塞の中へ。

　そして、時と風だけが草原に流れる。

　エリは佇たたずむ。不安だけを胸に抱いて。

　──心なしか、風が運んで来る要塞からのざわめきが、ずいぶん小さくなったような気がする。

　……終わった……のかな……？　……でも……

　男はまだ帰って来ない。正確に計ったわけではないが、あれから五分や十分は経っているはずである。

　彼女はふと、男の名前すら聞いていないことに気づいた。

　身をひそめていた草の陰から立ち上がり、エリはゆっくりと歩き出した。

　竜人ギオラムの要よう塞さいに向かって。




　ぎぅんっ！

　刃と刃が交こう錯さくする。

　ふたたび離れ、そして二人はにらみ合う。

　ファーダルグとロッドゥェル、二人とも、肩で荒い息をついていた。

「……やるよなぁ……じいさん……」

　言うファーダルグには、もはや左の腕と翼はない。

　斬きり落とされたのだ。ロッドゥェルの剣に。

「……まだ……若いもんには負けるつもりはないからの」

　言うロッドゥェルの左腕もまた、血を流し、力なくたれ下がっていた。

　切り裂かれたのだ。ファーダルグの剣に。

「……その年じゃあこたえるだろうが……？　そのキズは？」

「……なんのなんの……お前さんよりゃ軽傷じゃ」

　二人は不敵な笑みを浮かべる。

「しかし……残念だったな。じいさん……」

　つぶやいたのはファーダルグ。

「……どういう意味かな？」

「……あんたの方が塔に行ってりゃあ、ベヅァー様にキズくらいはつけられたかもしれん、ということさ……」

「なにっ!?」

　老将軍の顔に浮かんだ動揺の色に、竜将軍は小さな笑みを浮かべる。

「……ベヅァー……塔にいる、結界の術者か!?」

「そういうことさ……

　……きさまらまさか、ベヅァー様を、単なるおかざりと思っていたか？　……体術はどうか知らんが、魔力なら、おれなど足下にすら及ばん。……少々使える程度の奴では、そばにすら寄れんだろうよ……」

「……しまった……」

　悔かい恨こんのつぶやきを漏もらすロッドゥェル。

「なぁに……悔しがることはないさ……あんたもおれがここで倒してやる……どのみちかなわぬ戦いだと知れば、あきらめもつけやすいだろ？」

「悪いがそういうわけにはいかぬな……そうと知ればますます、とっととお前さんを倒して、皆のところへ行かねばならん」

「……できるかな……？」

　じわり、と二人が間合いを詰める。

　その時。

「こっちに誰かいるぞっ！」

「ロッドゥェル将軍だっ！　竜人ギオラムと戦っておられるぞっ！」

「急げっ！　援護しろっ！」

　聞こえたのは、人間の声だった。

「ちぃっ！」

　思わず舌打ちをするファーダルグ。

　彼はようやく悟ったのだ。

　この乱戦の中、敗れたのは、自分たちの方なのだと。

「決着けりをつけようぜっ！　じいさんっ！」

「来いっ！　竜人ギオラムっ！」

　そして──

　ファーダルグが跳んだ。




　風が熱い。

　ちりちりと灼やけるようなこの空気が、心なしか、ねっとりと感じるのは、血のにおいが混じっているせいだろうか。

　かわいた空気にやられたか、あるいは血のにおいにむせたのか、エリは小さくせきこみながら、どことも知れぬ通路を進む。

　戦いは、どうやら終わりに近づいているようだった。

　あちこちに、あるいは人の、そしてあるいは竜人ギオラムの死体が折り重なっている。

　時々足音を立てながら、駆けてゆくのはいずれも人間の兵士たち。

　──なぜ、こんな所を歩いているのか、自分にもわからない。

　ただ、わけのわからぬ衝動につき動かされるそのままに、彼女はひたすら歩みを進める。

　やがて、長い通路にたどり着く。

　向かって右には、いくつか部屋が並び、中ではまだ火がくすぶっているのか、ちろちろと、オレンジ色のまたたきを見せていた。

　迷うことなく、まっすぐに彼女は進む。

　その足が急に、ぴたりっ、と止まった。

　通路の向こう──かすかな炎の明りを背に、佇たたずむ黒い影ひとつ。

　──竜人ギオラム兵。

「……ぐぅっ……」

　手傷でも負っているのか、よろよろとした足取りで、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。

　竜人ギオラムはまちがいなく、エリを見ている。

　瞳ひとみには、憎悪の色をあふれさせ。

　右手には、血の色に染まった剣をぶら下げて。

　──殺される──

　思ったその瞬間、エリはその場に硬こう直ちよくした。

　全身から、一気に汗がふき出すのが自分でもわかった。

　──ぐぅ……ふっ！

　呻うめいたのか、それとも何かを言ったのか。竜人ギオラムが一歩、前に出る。

　瞬間、エリの体を縛しばる恐怖が解けた。

　──なんとか……なんとかしなくちゃっ！
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　混乱した頭であたりを見回せば、足下に、人のものか、竜人ギオラムのものか、血にまみれた剣が一本、転がっているのが目についた。

　とっさにその場にかがみ込み、剣の柄つかをにぎりしめる。

　──むろん、竜人ギオラムと斬きり合いなどをやる気はない。

　剣でおどして、それで竜人ギオラムが逃げてくれればいい──その程度のつもりだった。

　血にぬめる剣の柄を、それでもがまんしてにぎりしめ、持ち上げ、構える──

　つもりだった。

　しかし、鋼鉄はがねでできた剣は、エリが思っていたよりずっと重かった。

　予想外の重さにバランスが崩れる。

　ぬめる柄が、エリの手からすっぽ抜ける。

　ぢゃがんっ！

　硬かたい音を立て、剣はふたたび床に転がった。

「ぐぉああああっ！」

　同時に、竜人ギオラムが吠ほえた！

　剣を構えて突っ込んでくる！

　──だめだっ！

　思ったその瞬間。

　どんっ！

　衝撃が来た。

　そして悲鳴があたりに響く。

「──何をやってる!?　こんなところでっ!?」

　聞こえたのは、人間の声だった。

「……え……？」

　ようやくわれに返るエリ。

　兵士の剣に貫かれ、目の前の竜人ギオラムは、ぐたり、とその場に倒れ伏す。

　どうやら、エリのすぐ後ろに来ていた兵士が彼女をつき飛ばし、竜人ギオラム兵を倒したらしい。

「なんで女がこんなところにいる……そうか、竜人ギオラムたちに捕まって働かされてたのか」

　エリのことは知らないらしく、勝手に納得する兵士。

「もう大丈夫だ。──出口は逆だ。ここを出たところで待ってろ。すぐ終わる」

　言って兵士は、奥に向かって進みはじめる。

「……ありがとう……」

　口の中で、見知らぬ兵士にそうつぶやいて、エリはふたたび歩きはじめる。

　──彼女は気づいてはいなかったが、その足は、まちがいなく、要よう塞さいの中心──竜人ギオラムの塔の奥へと向かっていた。




「──ここか……」

　つぶやいた、誰だれかのことばに、クルーガーは無意識のうちにうなずいていた。

　竜人ギオラムの塔、最上階。

　通路の先に、やや大きめの扉とびらがひとつのみ。

　情報がまちがっていなければ、扉の中は、ちょっとした大広間になっており、そこにいるはずだった。

　竜人ギオラムの術者が。

「できれば生かして捕まえろ」

　クルーガーは、一同に向かって言った。

　ここまでたどり着く間、兵士たちの数はひとり減り、ふたり減り、今ではクルーガー、レックス、そしてバイザーの他に、兵士たちは、わずかに四人を残すのみ。

「ここにいるのは、竜人ギオラムの中でも、かなり地位の高い奴のはずだ。生かして捕まえれば、情報を聞き出すなり、人質に使うなり、なんとでもできるはずだ。──とはいえ、絶対無茶はするな」

　クルーガーのことばにうなずく一同。

「行くぞっ！」

　かけ声と同時に、兵士たちが扉に手をかける。

　それは、あっさりと開いた。

　──大きな部屋だった。

　天井を支える、何本もの柱。

　部屋の四隅の小さな台座のその上で、静かに輝きを放つ増幅の宝珠オーブ。

　奥には、おそらく、それが彼らの神なのだろう。大きな石造りの竜神像が静かに佇たたずんでいる。

　そして──そのすぐ手前に彼はいた。

　法衣ローブをまとった、まっ白い竜人ギオラム。

「……ここまで来たか……」

　なだれ込んできたクルーガーたちの姿を見ても、さして動じるふうもなく、白い竜人ギオラムはぽつりとつぶやいた。

　クルーガーたちは、じわり、と慎重に、白い竜人ギオラムとの間合いを詰める。

　ここまで来て、護衛の竜人ギオラム兵のひとりもいないというのは、あるいはどこかに罠わなでもあるのか、それとも目の前の竜人ギオラムに、護衛を必要としないだけの実力があるのか──

　竜人ギオラムの佇むのは、床に描かれた魔法陣の中央。その四隅には転移の宝珠オーブ。

　何かの罠があるようには見えないが……

「きさまがこの結界を護る竜人ギオラムか!?」

　クルーガーの問いに、竜人ギオラムは静かにうなずくと、

「そう。それと、『きさま』ではなく『ベヅァー』と呼んでいただこう」

「……ベヅァー……？」

「私の名だ。……しかし、お前たちがここまで来るとは……お前たちの健闘を讃たたえるべきか、あるいはファーダルグの無能ぶりをそしるべきか……」

「どちらにしろ、ここが陥おちることにはかわりあるまい」

　バイザーのことばにうなずく竜人ギオラム。

「その通りだ。人間よ。──負け惜しみ、というわけではないが、ひとつ教えてやろう。

　この結界、張るにはたしかに四つの塔が要いるがな、一旦結界ができてしまえば、維持するには塔の三つもあれば充分……

　つまり、この塔ひとつが陥ちたとしても、結界そのものは消えん」

「でたらめを言うなっ！」

　決めつけるバイザーに、しかしベヅァーはゆっくりとかぶりを振り、

「無意味なはったりは嫌きらいでね」

「ならばそのあたりのこと──詳しく聞かせてもらおうか」

　言ってクルーガーは、ずいっ、と一歩前に出る。

「そこまで、お前たち人間ごときにサービスしてやる気はないのだがな」

「その気があろうとなかろうと、話してもらう」

「力ずくで、か？」

「そう。力ずくで、だ」

「……面白い……ならばやってみるがいいっ！」

　言い捨てて、呪じゆ文もんを唱えはじめるベヅァー。

　竜人ギオラムに向かって突っ込むバイザーと兵士たち。レックスは、その場で呪文を唱えはじめる。

　るぐぉぅっ！

　呪文とも、叫びともつかない声とともに、ベヅァーは左手を、突っ込んで来る兵士のひとりに向かってつき出した！

　がづんっ！

　にぶく硬かたい音を響かせ、兵士はまともに吹っ飛び、倒れ伏す！

「何だっ!?」

　魔力を、見えないままの形で、衝撃波として放ったのだが、レックス以外の者にはそれはわからない。

　混乱と警戒とで、バイザーたちの足が止まる。

　その一瞬に、白い竜人ギオラムは、別の兵士ひとりをなぎ倒す！

「ちぃっ！」

　クルーガーは舌打ちひとつして、

「レックス！　術の援護を頼む！　同時にしかけるぞっ！」

　言い捨てて、まわり込むかたちでベヅァー目がけて突っ込んでゆく。

　ようやくクルーガーは気づいたのだ。目の前にいるのが、生かして捕らえられるような、なまやさしい相手ではないことに。

「──ひるむなっ！　ゆくぞっ！」

　バイザーと、残った二人の兵士たちも、ふたたび剣を構えて突っ込んでゆく。

　瞬間──

　[image: ]ぉんっ！

　ふたたびベヅァーが吠ほえた。

　がぐんっ！　とひとつ、バイザーと兵士たちの体が大きくふるえ、そのままその場で動かなくなる。

　──金かな縛しばりかっ!?

　しかしレックスは、これを勝機と見て取った。竜人ギオラムが、バイザーたちを術にかけているその間、ほかの術を操ることはできまい。今、術を叩たたき込めば──

「屍炎弾ジヤ・ル・ブウドっ！」

　渦うず巻まく蒼あお白じろい炎は一本の槍やりと化し、竜人ギオラムを目がけてつき進む！

　そして！

　ばぢっ！

　ベヅァーに届くその直前、魔力の槍ははじけ散る！

「ばかなっ！」

　驚きよう愕がくの声を上げるレックス。

　今、彼の術をはじき散らしたのは、まちがいなく魔力の障壁。

「二つの術を同時にっ!?」

「三つだ」

　ベヅァーが言ったその瞬間。

「がぁっ!?」

　魔力衝撃波の直撃を受け、クルーガーはまともにはじき飛ばされた！

　そのまま背中から柱にうちつけられる。

　一瞬、息がつまる。

「……化け物かっ!?」

　レックスの漏もらしたつぶやきに、しかしベヅァーは冷笑を浮かべ、

「ふむ……自分の未熟を棚に上げ、相手を化け物呼ばわりか……ずいぶんと自己中心的な生き物だな。人間というのは」

「……自己中心はおたがいさまでしょう」

「ふっ……違いない」

　竜人ギオラムがつぶやいたそのとたん、バイザーと兵士たちとの呪じゆ縛ばくが解ける。

　ベヅァーが術を解いたのだ。

「……っくぉっ！」

　一瞬たたらを踏むバイザーたち。

　白い竜人ギオラムの両手が印を切る。

「来ます！」

　レックスが叫んだその瞬間。




　ぐるぁぉぉぅっ！




　竜人ギオラムが吠ほえた！

　ばぢぢばぢっ！

　瞬間、雷撃が部屋じゅうを荒れ狂う！

「…………！」

　雷に全身を貫かれ、兵士たちが、バイザーが、そしてレックスとクルーガーが、声すら出せぬ悲鳴を上げて、のたうち、やがて床に這はう。

「どうかな？　私の雷いかづちは？」

　余裕の口調で言うベヅァー。彼の立っている場所だけは、雷が避けたのだ。

　竜人ギオラムは、クルーガーたちがなだれ込んで来た時、最初に立っていた場所から、一歩たりとも動いてはいない。

「範囲は広いが、効き目は弱くしておいた。生きてるんだろう？　……もっとも、体を動かすことなどできんだろうがね」

　竜人ギオラムの言うその通り、全員生きてはいるものの、今ので一時的に神経が麻ま痺ひでもしたか、体はまったく動かない。

「さて──お前たちの言った通り、この塔は陥ちる。

　私も逃げ延びねばならんが──ただで、というわけにもいくまい。せめてお前たちゲリラの、組織なりアジトなりのことを聞き出したいのだが──この状態ではそれも無理。

　と、なれば誰だれかを連れて行くしかないのだがな──」

　言って一同を見渡す。

　兵士たちには目もくれず、視線は一瞬、バイザーの上で止まり、すぐにレックスへと向けられる。

　ベヅァーはしばし沈黙し──

　ふたたび視線を動かして、やがてそれは、クルーガーのところで止まった。

「……ふむ……」

　白い竜人ギオラムが、小さくうなずいたその時──

　だむっ！

　音を立てて、入り口の扉とびらがふたたび開いた。




　ファーダルグが跳とんだ。
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　口の端に、かすかな笑みさえ浮かべつつ。

　迎え撃つロッドゥェルもまた、不敵な笑みで刃をかまえる。

　だが、二人の剣が、互いの必殺の一撃をくり出すよりも一瞬早く。

　ぅんっ！

　風が唸うなった。

　ロッドゥェルの後ろから飛んで来た一本の矢は、老将軍の頭をかすめ、向かい来るファーダルグを直撃した！

　──一撃にすべてを込めた竜人ギオラムには、飛んできた矢をかわす余裕などなかったのだ。

「──なっ……!?」

　驚きのつぶやきを漏もらしたのはロッドゥェル。

　ファーダルグは、最後の一撃をふるうこともなく、そのまま床に転がり伏す。

　──矢は、まともに竜人ギオラムの瞳ひとみを射抜いていた。おそらく脳まで達しているだろう。

　即死だった。

「だいじょうぶですか!?　ロッドゥェル将軍!?」

　後ろからかかった声にふり向けば、そこには数人の兵士たち。そのうち一人は、弓を手にしている。

　──なぜ、手を出した!?

　のどもとまでせり上がったその叫びを、ロッドゥェルは、それでもなんとかおし殺す。

「……いや……わしは大丈夫じゃ……よくやってくれた……」

「そんな……たまたま、です」

　まだ若いその弓兵は、ロッドゥェルのことばに、照れたように鼻の頭を搔かく。

　老将軍は、重いため息をひとつつき、

「……クルーガー殿たちが、上に向かっておられるはずじゃ。わしらも援護に向かうぞ」

「はいっ！」

　応えてかけ出す兵士たち。

　ふと、ロッドゥェルは足を止め、もはや動かぬファーダルグに視線を落とし、

「……お前さんとは、こういう決着けりのつけかただけは、しとうなかったな……」

　彼はぽつり、とつぶやいた。




　だむっ！

　いきおいをつけすぎたのか、かなり派手な音を立て、扉とびらは左右に大きく開いた。

　かなり大きなその部屋の、四隅には、紫色の増幅の宝珠オーブ。

　部屋の奥には、四方に転移の宝珠オーブを配した魔法陣。

　その魔法陣のまん中には、竜神の像を背に立つ、ひとりのまっ白い竜人ギオラム。

　しかし何よりもまずエリの目を引いたのは──

「みんなっ！」

　竜人ギオラムのまわりに倒れ伏す、数人の人影。

　レックスやクルーガー、バイザーの顔もある。

　かすかに動いているところからして、まだ生きてはいるようだが、おせじにも、無事とは言えない状態らしい。

　──ばかっ！　何しに来たっ!?　帰れっ！

　視界の隅にエリの姿をとらえ、思わず声を上げるクルーガー。

　──いや。彼自身はそう叫んだつもりだったが、それは声になってすらいなかった。

「ほぅ……新しい客か？　……にしては少々、毛色が違うな」

　……こくんっ……

　竜人ギオラムに声をかけられて、エリは小さく喉のどを鳴らす。

　クルーガーたちを倒したのが、その白い竜人ギオラムだということは、彼女にもわかった。

　麻ま痺ひしていたはずの恐怖がふたたび頭をもたげはじめた。

　膝ひざが小さく笑っているのが自分でもわかる。

「迷い込んで来ただけなら、命は取らん。とっとと失せろ」

　エリを、問題外と見て取ったか、無関心な口調で竜人ギオラムは言う。

　事実、素手の彼女がどうつっかかって行ったところで、竜人ギオラムに、傷のひとつさえ負わせることはできないだろう。それはエリ自身にもわかっている。

　わかってはいるが──

　──だからって……引きさがるわけにはいかないじゃないっ！

　彼女は、自分自身にそう言い聞かせる。

　レックスの身に何かがあれば、あるいは転移の宝珠オーブが手に入らなければ、もとの世界には帰れない。

　これは、彼女自身の問題なのだ。

　ロッドゥェルが言ったように、他人が何かをやってくれるのをあてにしていてはいけないのだ。

「──帰んなきゃなんないのよっ！」

　半ば叫ぶようにエリは言う。

　やはり、声は震えていた。

「……帰る？」

　竜人ギオラムが、いぶかしげに問い返す。

「そうよ」

　言って彼女は、ふたたび竜人ギオラムを──そしてその四隅に置かれた転移の宝珠オーブをじっと見つめる。

　──あの宝珠オーブさえ──転移の……宝珠オーブ!?

　ふと、彼女はあることに気づいた。

　あらためて竜人ギオラムを見つめる。

　その背後には竜神の像──

　違和感。

　──ひょっとすると……

　しばし彼女は沈黙し、やがてゆっくりと、竜人ギオラムに向かって、大きくまわり込みながら歩きはじめた。

「あたしは……エリ。あなたの名は？」

「ベヅァーだ。……震えているぞ。声も。足も」

　エリの意図を計りかね、やや困惑の声で答える。

「何をする気かな？　──魔術が使えるふうでもなし……言っておくが、もしお前が武器を隠し持っていたとしても、その腕では、私の肌を貫くこともできまい」

「……わかってるわ……そんなこと……それに、あたしは武器も持ってない……」

　言いながらエリはマントを外す。

　──どういうつもりだ？　この人間は？

　胸の内でつぶやいて、ベヅァーはその目で彼女を追う。

　少々目ざわりではあったが、それよりも、エリと名のった人間が何をする気なのか、その好奇心の方が勝った。

　そのうちにも、彼女は徐じよ々じよに竜人ギオラムの方へと近づき、今はほぼま横に来ている。

　──あと、もう少し。

「……ただね、ベヅァーさん……あたしの方にもいろいろ都合があってね……」

　彼女が口を開いたその時。

「……だめ……ですっ……！　エリ……さんっ……」

　声が聞こえた。

　ろれつはまだ回っていないが、それはレックスの声。

「──そういうことか……」

　ベヅァーは小さく鼻を鳴らし、エリからレックスへと視線を移す。

「魔道士が回復し、呪じゆ文もんを唱えるまでの時間かせぎか……あやうくひっかかるところだったがな」

　つぶやきながら、もはやエリには見向きもしない。

　瞬間、エリが走る！

「なら、とりあえず、魔道士だけでも先に始末……」

「ベヅァー！」

　声はいきなり、ま後ろからした。

　反射的にふり向くその目の前に、竜神像の右腕に、手をかけて立つエリの姿。

「!?」

　白い竜人ギオラムが硬こう直ちよくする。

「消えて」

　ことばと同時に、彼女は力まかせに竜神像の腕を引く。

　……っごんっ。

　小さく、にぶい石の音。

　同時に、魔法陣の四方に置かれた転移の宝珠オーブが、虹色にきらめく！

「きさまっ……!?」

　ベヅァーの声も終わらぬそのうち。

　ヴィュゥッ！

　音すら立てて空間が歪ゆがむ！

　あわててその場を飛び退くエリ。

　やがて──

　虹にじ色いろのきらめきが消えた時、そこに白い竜人ギオラムの姿はなかった。







　歓声が、竜人ギオラムの塔を包む。

　声を上げているのは人間だった。

　竜人ギオラムの塔、陥おちる。

　その報が今、もたらされたのだ。

　人々はときの声を上げ、まだ生き残った竜人ギオラムたちは、あるいはがっくりと膝ひざをつき、あるいは急いで脱出を図る。

　その塔の最上階に、一同はいた。

「──一体、何がどうなっとるのです？」

　まだ、しびれの消えぬクルーガーの体を起こしながら、そう聞いたのは、ひと足遅れてやって来たロッドゥェル。

　刃を交えた竜将軍の話からすると、ここにはベヅァーとかいう竜人ギオラムがいたはずだが……

　クルーガーたちは全員戦闘不能。竜人ギオラムの姿はおろか、その死体さえ転がってはいない。

　何が起こったのか、ロッドゥェルにはわからない。

　問われてクルーガーは小さく苦笑し、部屋の奥に視線を送った。

「……助けられたよ……あいつ……に……」

　彼のことばに目をやれば、部屋の奥、虹にじ色いろの宝珠オーブをひとつ、抱きかかえたまま、ぺたんっ、と床にへたり込んでいるエリの姿。

　ベヅァーの姿が消え、転移の宝珠オーブのひとつをひっ摑つかむなり、張りつめていた気持ちの糸が、ふつり、と切れたか、呆ぼう然ぜんとすわり込んでしまったのだ。

「……だいじょうぶですか？　エリさん」

　声をかけたのはレックスだった。彼の方はなんとか、自力で身を起こせる程度には回復している。

「……エリさん？」

「──あ……あ……」

　レックスの呼びかけに、ようやく彼女はわれに返る。

「あ……だいじょうぶ……ちょっと……ほっとして腰が抜けただけだから……」

　言って苦笑を浮かべる彼女。

「けど……一体何をしたんです？　今のは……？」

　問われて彼女は、しばしためらい、

「……怒んないでね……」

「怒ったりするもんですか……おかげで助かったんですから」

「実は……あいつをむりやり脱出させただけなのよ」

　──しばし沈黙が落ちる。

「あ。ほら。レックスがいつか、『塔にある転移の宝珠オーブは、たぶん脱出用だろう』って言ってたじゃない。そう思って見てみると、なんだかあの像の右手だけ、なんだかつくりが不自然だったから……たぶん、これだな、って思って……」

「……これだな……って……」

　あきれた顔で言うレックス。

「それで術が作動したからいいようなものの、何も起こらなかったらどうするつもりだったんですっ!?　呪じゆ文もんが要いるんじゃないか、とか思わなかったんですか!?」

「……いやえと……だって……」

　エリはしばし沈黙し、

「……でもほら、敵を目の前にしていきなり脱出するのに、呪文なんて唱えてらんないじゃない。だから、あいつの近くにあるものをどーにかすれば、それだけで、きっと脱出の術が働くんじゃないかなー、なんて……」

「……今考えたんでしょ。それ」

「……そう……」

　小さな声でつぶやくエリ。

　レックスは、苦笑を浮かべ、小さなため息ひとつつき、

「……こんな無茶は、二度としないでくださいよ」

「…………うん…………」

「──ちょっと待った」

　いきなり口をはさんだのは、バイザー親衛隊長である。

「脱出させた──ということは、あの竜人ギオラムは、まだどこかで生きてる、ということか!?」

「………………たぶん………………」

　上目づかいにバイザーを見つめつつ、彼女は小さくうなずいた。

　バイザーは、しばしそんなエリをにらみつけていたが、やがて口ひげを小さくゆがめ、

「……まあ……あのまま殺されるよりは上等か。礼は言っておくぞ」

「……うんっ！」

　エリは、すこしほがらかな顔でうなずいた。

「……しかし……なんだってお前、そんなもん、後生大事に抱えてるんだ？」

　ようやく自力で立ち上がり、問いかけるクルーガーに、エリは腕の中にある、転移の宝珠オーブに目を落とし、

「……だって……この魔法陣と宝珠オーブ、このままにしといたら、あの白い竜人ギオラムが帰って来るんじゃないかな、なんて心配で……」

「だいじょうぶですよ。もう」

「ほんと!?」

　笑いながら言うレックスのことばに、エリはようやく胸をなで下ろす。

「……よかったぁぁ……」

　皆が小さくほほえんだ。

「──さて、それではそろそろ、クルーガー殿」

　うながすロッドゥェルのことばに、彼は力強くうなずいた。

「──凱がい旋せんだっ！」







　草原を行く部隊は、やがて、いくつにも分かれる。

　帰ってゆくのだ。それぞれの町や村へと。

　やがてレックスたちの部隊も、ほかの部隊と離れ、もとの町へと向かう。

　その帰り道、エリの姿は馬上にあった。

　むろん、ひとりで乗っているわけではない。レックスの背中にしがみついているのだ。

　──まさか、命の恩人を荷車で運ぶわけにはいかんだろう、というのがクルーガーの意見だった。彼ははじめ、自分の後ろに乗れ、と勧めたのだが、結局それは、バイザーの猛反対に遭あい、結局、レックスの後ろ、ということで落ち着いたのだった。

　──クルーガーは、かなり不満げではあったが。

　出撃の時にも少なかった兵士たちの人数は、さらにいっそうその数を減じていた。

　──ふと。

　思いついて、エリは馬上から、兵士たちの顔を見渡す。

「──ちょっとエリさん、あまり後ろで動かないでくださいよ……私も馬の扱いには、あまり自信ある方じゃないんですから……」

[image: ]

「……うん……」

　レックスのことばに、彼女は小さくうなずいた。

　エリの探す顔──彼女を竜人ギオラムの要よう塞さいまで連れて来てくれた、名前も知らないあの男の顔を、彼女は結局、残った者たちの中に見つけることはできなかった。

「──戦争……なのよね……」

　誰にも聞こえぬ小さな声で、彼女はぽつり、とつぶやいた。







　エピローグ







「──それじゃ、ね」

　言ってエリは、ぴょこんっ、と、召しよう還かんの台座の上にとび乗った。

　一晩は、凱がい旋せんパーティで、彼女はこちらで一夜を明かし、その翌日。

　修復（といっても転移の宝珠オーブを四方に置くだけだが）を終えた召還の座に、彼女はふたたびやって来た。

　そこにはむろん、レックスの姿と、そしてなぜか、クルーガーの姿もあった。

「──エリさん」

「何？」

　レックスは、彼女のその目の前で、自分の左腕にはめた、エリの腕時計を、かちゃり、と外す。

　クルーガーが小さく息を飲む。

　しかし、むろんそれで何かが起こるわけもない。

　エリは困ったような苦笑を浮かべた。

「……いつ気づいたの？　それがハッタリだって？」

「最初からです」

　レックスは明るい笑顔で言った。

「外してみるだけの思いきりが持てたのは、つい最近ですけどね」

「……そっか……」

　つぶやいてエリは手を差し出す。

「それじゃ──お別れ、ね」

　しかしレックスは、外した時計をエリに返そうとはせず、

「ところでエリさん──こっちの世界には、もう懲こりましたか？」

　問われてエリは、しばし考え、

「……そう……ね……

　──結局は、こっちの世界でも、あたしには何もできないんだ、ってことがわかった。

　むこうの世界と同じに、ね。

　けど──

　……変よね。それと同じくらい、ひょっとしたら、何でもできるのかもしんない、って思ってる。今。

　──向こうの世界と同じに、ね。

　……怖くて……心細かったけど……

　今でも好きだよ。この世界」

　言って彼女はほほえんだ。

「そうですか──」

　レックスは、満足そうにうなずくと、やおら視線をクルーガーの方に向け、

「──どうします？　クルーガー様？」

「……えっ!?　……いや……うむ……」

　いきなり話をふられて、しばしクルーガーは沈黙し、やがて、そっぽを向きながら、

「……塩と香辛料スパイスは貴重品だ……届けてほしい。……まあ……お前さんがいやじゃなければ、だがな」

「──だそうです」

　言ってレックスは、ふたたび自分の左手に、エリの腕時計を巻く。

「またお呼びします──あなたさえよければ」

「うんっ！」

　エリは笑顔でうなずいた。




　やがてレックスが呪じゆ文もんを唱え、転移の宝珠オーブが虹にじ色いろに輝く。

　心地よい、睡すい魔まにも似た感覚が、エリの全身を優しく包み込み──




　──そして、エリは帰って来た。











なりゆきまかせの異邦人ストレンジヤー・おわり　









　あとがき







　夏も近づく八十八夜。みなさん、いかがお過ごしでしょうか。

　こんにちは。神坂一です。

　このたびは、神坂印の本をお手に取っていただき、まことにありがとうございました。

　角川スニーカー文庫さんから出すのははじめてですが、私にとって、三つ目のシリーズとなるこの話、こんどは少々味付けを変えてみましたが、はてさて、いかがなもんでしょう。

　まず違うのが主人公。

　今まで私が書いた主人公って、最初からある程度、強かったりしたわけですが、今回は、スタート時点で『遊び人Ｌｖ、１』だったりします。

　性格的には、あんまし変わってないような気もしますが……

　主人公の性格、といえば、かつて、いろいろな場所で『モデルはいますか？』との質問を受けるたび、『いません。』などと、しれっ、と答えてきたのですが、最近になって、よーやくわかりました。




　ありゃあ俺に似てるんだッ！




　………………

　と、いうわけで。

　みなさん。神坂一当人には、危険ですから近づかないようにしましょう。

　……自覚した時、われながら、少々悲しいもんがありましたが……

　それはさておき。

　この話書いてて思ったんですが、ふと気がつくと、私の書く主人公って、なぜか全員、頭にバンダナみたいなのつけてますねー。

　まあ確かに、「魔法」とか「精神力」とかを扱った時、ポイントとなるのが「頭」なんではありますけど。

　……しかし今回、お気づきのかたもあるかと思いますが、主人公自身がほとんどまったく戦闘をしないせいもあってか、ページ数がやたらと少ない！（ああああっ！　黙っていればいいものをっ！）

　プロット段階では、これほど短くなるはずじゃなかったんですが。私の書く小説おはなしって、戦闘シーンの占めるウェイトとゆーものが、けっこー大きかったんだなー、ということを、今さらのよーに実感してしまいましたよ。私は。

　けどなんだか……新シリーズを書くたびに、ページ数が少なくなってきているよーな気がするのは、作者わたしの気のせいでしょうか？

　そのうちだんだん短くなって、しまいにゃあ、あらすじ同然の本文五ページ、あとはメモ欄とか、表紙カバー折り返しのあらすじのみであと白紙、とか……

　……楽でいいなぁ。それ。（……をいをい……）

　冗そ談れはともかく。

　作者は結局やっぱり脱サラなんぞをやってしまったわけですが、それで執筆ペースが上がるかというと、そーじゃなかったりするんですよねー。これが。

　なにしろ、一応のプロットを立ててはいるものの、私の場合、思いつきで書いてる部分がけっこーありますから。

　今回のこの話にしても、最初ストーリー案を思いついた時には、敵は純然たる『悪役』のはずでしたし、ぽっくりおっ死ちぬ予定のキャラが、いきなりパワー・アップして、堂々と目立ちまくったあげく、のーのーと生き残ったり……

　ま、小説おはなしを書いてるとよくあることですけど。

　場合によっては、ボスキャラをどーやって倒すか考えもせずに、プロットを書いて、あとで苦労する、なんてこともあったり。（今回のは違うぞ。）

　ただ、たいていそーいった時でも、書いてるうちに、ふと、そのラストが見える、とゆーことがけっこうあります。

　小説書いてて、いちばん楽しいの、っていうのはその瞬間でしょーね、やっぱり。

　思わずひとりで『見えたっ！』なんぞとつぶやいて、そこから書いててみょーにアツくなったりして。

　どーやら私の場合、構成やなんかを、最初にあまり細かく決めたりしない方が性に合っているよーです。

　……まあ……そのぶん、『緻密な構成』とか『計算されつくしたストーリー展開』とゆー奴は苦手ですが……

　早い話が、文字通り行きあたりばったりの人間なのですっ！　私はっ！（じまぁぁんっ！）

「自慢になるかぁぁぁっ！」などと思ったそこのあなたっ！　何をおっしゃる!?　『おーざっぱな人生』は男のロマンですっ！

　それに何より人間、ものごとを深く考えたら不幸になるぞっ！

　追いつけ追いこせ植木等っ！

　……あ。そこのひと。頭抱えないよーに。

　話は変わって、脱サラしてから、運動とゆーモノにめっきり縁がなくなってしまい「これではいかんっ！」と思い立ち、最近は、ちょっと離れたところにある神社までの散歩を日課にしてます。

　一日じゅう、風さえ動かぬ部屋の中にいると、脳ミソまでも爆裂しそーな気分になってきますし。

　……最近は、神社へ、とゆーよりも、その近辺に住むノラネコに会いに行ってる、と行った感もありますが。

　最近めっきり、ノラネコ・ウオッチングが趣味──というか、一種の習性になってしまい、近所のどこにどんなタイプのノラがいるか、そこそこわかってきたり、歩いてる途中でネコの鳴き声耳にすると、思わず姿を探すよーになったりしてしまいました。

　困ったもんです。われながら。

　もしも大阪のある場所で、平日の昼ま、神社でネコにかまっている、くそ怪しい奴がいたら。

　あるいは春の大阪城。やはり平日、桜の花が咲く下で、ぼーっとしている変な奴がいたら、あるいはそれは神坂一かもしれません。

　見つけたらみんなで石を投げましょう。

　こんな作者がそんな作風でお送りする『日帰りクエスト』、作者自身にも見えていない部分がまだまだあります。

　人が、竜人ギオラムが、そしてエリが、このあと一体どうなっていくのか。

　よろしければ、作者といっしょにお見届けください。




　それではとりあえず、このへんで。





神坂　一　　
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なりゆきまかせの異邦人ストレンジヤー




日ひ帰がえりクエスト








神かん坂ざか　一はじめ





[image: ]





平成20年3月1日　発行





(C)1993 Hajime KANZAKA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『なりゆきまかせの異邦人　日帰りクエスト』

平成5年3月1日初版発行





発行者　井上伸一郎

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml


Navigation



		表紙


		目次


		プロローグ


		一　観光気分のコンタクト


		二　シリアス空気のウォーフェアー


		エピローグ


		　あとがき


		奥付







Guide



		表紙


		目次


		本編








item/image/gaiji-0002.png





item/image/cover.jpg
BYDESPEOEIA

C)‘FBDGIZ'\)






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-0006.jpg
%

e

N
N i






item/image/img-0007.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
TUr—FNH ZFIITEL=DERU
R®fzERUEE BI-UEZZICIFEA T,

Ver.l.8/Phase 17/Ms.93.
CHAJIME KANZAKA

PUSH ANY KEYH





item/image/kuchie-002.jpg
A

e mwg’@)’\

B






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/img-0004.jpg
YA

5

¥






item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg
1.

T,
lit<is

x
<






